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メイダン競馬場（ドバイ・撮影：山岡嘉彌）

jogakkai

２０１9春如学会の今年度前半の主な行事は
下記の通りです。多くの会員の皆
様のご参加をお待ちしております。

建築学科同窓会誌

場所・東京都市大学　世田谷キャンパス

●第 1 部　事業別仕事紹介　13:00-17:00（予定）

　会場：新 6 号館「61B 教室」（予定）

●第 3 部　企業別仕事紹介　13:00-17:00（予定）

　会場：建築学科棟 1 階「グランドギャラリー」

●第 4 部　懇親会　17:00-19:00（予定）参加無料

　会場：1 号館 4 階「ラウンジ ･ オーク」（予定）

建築学科同窓会誌

編集後記

各事業の申し込み
問い合わせ先

総務局長
小林秀憲

E-mail
jogakkai.info@jogakkai.jp

東京都市大学建築学科如学会
東京都世田谷区玉堤 1-28-1

〒 158-8557

2019 年 3 月 19 日

株式会社　はやと企画

鈴木　浩

山岡　嘉彌

丹羽　譲治

露木　博視

松成　和夫

酒井　孝博

勝又　英明

山口　裕照

山岡　嘉彌

鈴木　浩

発行日

発行

制作・印刷

制作

エディトリアルデザイン

編集委員

編集顧問

情報委員長

発行人

「ドバイ・アブダビ都市建築ツアー」
いつもの如学会弾丸ツアーです。四
国、台湾に続き西山氏に執筆をお願
いしました。文章量が多く、最初 1
万字を悠に超えていました。当初予
定の 2 ページが 4 ページに膨らみま
した。読者には供に旅した気にさせ
てくれる臨場感あふれる文章をお楽
しみください。
　また、例年どおり 6 月第１週の
土曜日に渋谷エクセルホテル東急で
如学会 2019 年度の定期総会を開催
します。講演者は、渋谷の再開発の
中心人物の西澤信二氏です。変貌す
る渋谷再開発について語って頂きま
す。是非、同窓会を兼ねて友人を誘っ
てお出掛け下さい。お待ち申し上げ
ております。　
　長く松田平田設計で代表取締役を
務められました中園正樹氏が逝去さ
れました。我々世代には多大な影響
を与えた先輩でした。青山葬儀所で
の「お別れの会」は、中園さんらし
く、行動力と人柄の滲みでたセレモ
ニーと展示でした。ご冥福を祈り申
し上げます。

丹羽譲治

定期総会 ･ 講演会・懇親会
2019.06.01     [土] 15:30-20:00

※詳細はメールマガジンで追ってお知らせします。
　ＨＰもご覧下さい。

15:30
16:30

16:45
17:45

18:00
20:00

定期総会

講演会

懇親会

●渋谷エクセルホテル東急

休憩

休憩

●

●

●

●

●

●
講演者：西澤信二氏
　　　　（S59 卒・東急電鉄）

大学展 10:00-18:00 入場無料

会場：建築学科 1 階グランドギャラリー

2019.11.02      -11.03[土] [日]

浅草展
2019.12.07     -12.15[土] [日]

会場：隅田公園リバーサイドギャラリー

11:00-19:00 入場無料

■ＯＢ、ＯＧによる「100 人展」及び、在校生の 3 研究会に
　よる研究発表、及び 2 年生課題発表などがあります。

郵便局　払込取扱票No.00160-0-174206　 如学会

会費：3,000 円 (1 年分 ) ／ 10,000 円 (4 年分 ･ 割引料金 )

支援費：5,000 円／一口

是非とも旧友、先輩、後輩にご連絡いただき、会費納入の促進にご協力

いただけるようにお願いします。そして、積極的に如学会活動にご参加

下さい。仕事にキャリアにも多くのメリットがあります。会費・支援費

のご納入いただいた方々は、如学会NEWSに添付の納入者リストにご芳

名を掲載させていただいております。

納入頂ける方は必ず「内訳」をご記入の上、振込頂くようお願い致し

ます。如学会NEWSに同封の専用の振込用紙を用いない場合は下記口

座をご利用ください。

郵便振込以外の方法を紹介（詳しくは如学会ＨＰ）

如学会ホームページのご案内

編集長

赤レンガ卒業設計展 2019

「建築 100 人展 2019」
会費・支援費納入のお願い

進路ガイダンス 2019

2019.3.22    　 -25　　　10:00-19:00
●会場：横浜レンガ倉庫1号館1階スポット・2階スペース・3階ホール

●講評審査会

・日時：2019.3.25[ 月 ] 13：15-

・会場：横浜赤レンガ倉庫 3 階ホール

・審査委員長 :内藤廣

・審査員：アストリッド・クライン、五十嵐淳、小堀哲夫、藤村龍至

●参加大学

　東京都市大学、東京理科大学、前橋工科大学、日本大学、東京電機大学、

　共立女子大学、日本女子大学、法政大学、神奈川大学、東京工業大学、

　昭和女子大学、首都大学東京、横浜国立大学、宇都宮大学

●問い合わせ

　赤レンガ卒業設計展2019　代表　福井将理  

  s.f.akarengadiploma@gmail.com

[金] [月]

 西澤信二氏 講演会「エンタテイメントシティ渋谷の実現に向けて」
[土]　　　

「エンタテイメントシティ
  渋谷の実現に向けて」（仮題）

2019.06.01     16:45-17:45

渋谷が大変貌を遂げている。複

雑な 8 路線の鉄道を整理し、高

層ビル群が聳え立ち、渋谷川が

復活する。その壮大な計画の中

心にいる西澤信二氏（S59 卒 ･東

急電鉄・渋谷戦略事業部総括部

長）が渋谷の再開発を語ります。
渋谷駅周辺の将来図（2027 年）

●渋谷エクセルホテル東急

●渋谷エクセルホテル東急

2019.06.19      [水] 13:00-19:00（予定）

2019.10.23      [水] 13:00-19:00（予定）

12.07[土] 17:00-19:00 オープニングパーティクルーズ

●第 2 部　懇親会　17:00-19:00（予定）参加無料

　会場：1 号館 4 階「ラウンジ ･ オーク」（予定）

jogakkai.jp



32
M

es
sa

ge

To
pi

cs

■建築学科人事
2019年4月からの建築学科人事を紹介します。
主任教授、専攻主任教授、専攻主任補佐、就職担当が
変更になりました。
〇主 任 教 授：小見康夫教授
〇専攻主任教授：長岡裕教授（都市工学科）
〇専攻主任補佐：岩下剛教授（建築学科）
〇就 職 担 当：小林茂雄教授
〇採　　　　用：田上淳先生　教育講師
（構造系の授業を担当して頂きます。）

・新居千秋先生ご退職
長く設計の授業のご指導を勤めていただいた新居千秋
先生が、今年度一杯ご定年で退職です。新居先生は、
本学建築学科の教授としてもご指導いただきました。
また就職においても多くの学生がお世話になりまし
た。長い間ありがとうございました。今後とも建築学
科をよろしくご指導をお願いいたします。

・宿谷昌則先生ご退職
建築学科ではありませんが、宿谷昌則先生（現環境学
部環境創生学科教授）が今年度、定年でご退職です。
宿谷先生は1985～1998年に建築学科の助教授、教授
として学生の指導にあたっていただき、1998年に本
学横浜キャンパスの環境情報学部教授として転籍され
ました。横浜キャンパスの転籍後も建築学科の卒業研
究の学生の面倒を見て頂いていました。大変お世話に
なりました。

■如学会NEWSの春号は、毎年3月19日の学位授与式に
刊行、配布されています。今年の卒業生もこれからは、
学生如学会からOB･OGの如学会の仲間入りをします。昨
今、私共の如学会は、豊富なOB･OGの人材で最も活発に
活動している大学建築学科の同窓会組織として、他大学
からもメディアからも注目を浴びる存在となりました。
複数の他大学の同窓会に呼ばれて、熱心に質問を受けた
り、このほどは建築士会の機関誌掲載のためのインタ
ビュー取材も受けました。如学会はボランティア組織で
すが、単に消耗なルーティンワークに陥らないように、
常にクリエイティブに発想して行動に移し、試行錯誤を
恐れずに進化していくように努力しています。企業での
様々な実績を積んだ仲間同士で老若男女の幅広い層が上
下の関係はなく、同じ目線で自由に発想して発言し、活
動する極めてユニークな組織です。しかも「身の丈の活
動」を是とし、仕事が多忙や転勤などになれば活動休止
も可能です。新しく卒業する皆さんも是非、多くの如学
会のイベントに加わり、幅広い人脈に触れ、人間関係を
広げて、将来につなげていってほしいと思います。会社
の中とは異なる人脈が、仕事の獲得や実力や人間力の向
上に役立つことが実感できる組織です。私共の活動をご
理解いただき、皆さんの積極的なご参加はもとより、ご
支援、ご協力を心よりお願い申し上げます。如学会は、
活動が活発になればなるほど人材が不足してきており、
経験豊かな年輩の方々から新卒の若い世代まで、常任理
事、委員を募集しております。
是非共、皆様のご応募をお待ちしております。

■世田谷キャンパス再開発進行中、笹原建築の動向
世田谷キャンパスでは再開発が進行中です。最近世田
谷キャンパスに、建築物の名称「(仮称)東京都市大学
A・B棟増築工事」という「建築構想のお知らせ」看
板が設置されました。A地区には延べ面積11.732㎡、
B地区には延べ面積17,035㎡の校舎が増築されます。
2019年3月現在、A地区の旧6、7、B地区の8号館の跡
地が更地となっています。
世田谷キャンパスには本学建築学科の笹原貞彦先生が
設計された校舎が多く残っています。しかし本館と
呼ばれていた1号館、旧体育館の14号館、旧図書館の
5号館はすでに建て替わり、残るのはA地区の15(情報
処理センター),16号館、B地区の10,11,13号館となりま
した。これらの笹原建築も再開発に合わせて解体さ
れる予定です。特にA地区の旧6号館と旧8号館に挟ま
れた15,16号館は(演習室や研究室の引越しが行われて
おり)早々に解体される予定です。テニスコートに面
し、時計台の廻り階段のある横に長い (ある意味世田
谷キャンパスのシンボルでもある) 10号館も(時期は分
かりませんが)解体される予定です。世田谷キャンパ
スの笹原建築がそろそろ見納めです。是非卒業生の皆
さんも散策にいらしてください。お待ちしています。

如学会会長

（S46 卒）
如学会の活動報告 勝又英明

東京都市大学
建築学科主任教授

（S55 卒）
建築学科の近況如学会の活動報告山岡嘉彌

定期総会講演会 (6.2) コクヨオフィス見学会 (10.3)

ドバイ･アブダビ建築ツアー(10.18-22) 如学会・進路ガイダンス (11.21)

夏期特別講座（8.5-8.9） 100 人展クルージングパーティ（12.1）

100 人展・大学展（11.3-11.4） 100 人展・浅草展（12.1-12.9）

被災地ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ如学会 NEWS 年 2 回発刊 ( 春・秋 )

topics

昨年 2018 年 11 月 22 日より 26 日まで、田町
の建築会館ギャラリーにて「広瀬鎌二建築展
SH ＋（SH プラス）」の第 1 回を開催しました。
同建築展は「2022 年生誕 100 年に向けて」と
いう副題のとおり、師広瀬鎌二の生誕 100 年
を迎える 2022 年まで、5 回にわたって毎年開
催される予定の第 1 回目と位置づけられてい
ます。
第 1 回展は、広瀬の鉄骨住宅作品では SH-1

（1953 年竣工）から SH-13（1957 年竣工）ま
での時代を取り上げています。広瀬自身、も
しくは広瀬鎌二建築技術研究所スタッフの手
による建築設計図の原図（トレーシングペー
パーに鉛筆書き）、平山忠治氏ほか撮影による
建築写真、東京都市大学小見康夫研究室の協
力による BIM の映像、SH-1 の原寸鉄骨フレー
ムモデルなどが展示されました。
な か で も、SH-1 の 原 寸 フ レ ー ム 模 型 は、
40mm のアングルを溶接してボックス型の柱
にする当時の工法を再現したもので、注目さ

「広瀬鎌二建築展  SH ＋」 第 1 回を終えて

難波和彦氏挨拶 *2

建築設計図の原図を展示 *2

岸和郎氏挨拶 *2

れました。会場の都合で約半分、2 スパン分
の架構展示となりましたが、スリムな 40mm
角の柱とターンバックルを用いないブレース
は、端正で簡潔な構造デザインであることが
改めて確認できました。

750 名の来場者と多彩なスピーチの光る記念
パーティ
第 1 回展はわずか 5 日間の開催でありました
が、延べ 750 名の来場者があり、足を運んで
くれた方々にこの場を借りて感謝したいと思
います。第 1 回展のカタログ（設計図集、アー
カイブ協力費 2,000 円につき 1 冊贈呈）も好
評で、会場で受付せずメール申込の上、後日
送付する手続きの煩雑さにもかかわらず、多
数の申込みがありました。
また、11 月 23 日の夕刻には、同じ会場で開
催記念パーティが実施されました。狭い会場
にもかかわらず、110 名以上の参加者でにぎ
わいました。勝又英明氏（東京都市大学教授）

の司会進行のもと、広瀬ゆかりの方々の貴重
な逸話を聞く機会ともなりました。広瀬建築
への思いを寄稿してくれた岸和郎氏（京都大
学名誉教授）、広瀬とは縁の深い建築家池辺陽
氏（故人）の住宅作品を継続して調査・研究
していることでも知られる難波和彦氏（東京
大学名誉教授）のほか、アーカイブズ研究会
の代表矢野和之氏（文化財保存計画協会）が
登壇してくれました。同じく SH 図面等のデ
ジタル化に取り組んだ山﨑鯛介氏（東京工業
大学准教授）、原寸模型の設計をマテリエと共
に担当し、図面だけでは判明しなかった部分
を補う試みで苦労した尾形光男氏（日本設計）、
原寸模型の製作もしていただいた大住豊氏（マ
テリエ）のスピーチなどで、会場は盛り上が
りました。

「広瀬鎌二アーカイブズ」の活動
一連の広瀬鎌二建築展は、「広瀬鎌二アーカイ
ブズ研究会」の主催です。同研究会は、2007
年に準備会が発足しました。広瀬鎌二の建築
的な資料（設計図、写真、その他）を適切に
遺すことを目的に、広瀬研究室の卒業生だけ
でなく、先述した山﨑鯛介氏、広瀬の最晩年
に付き添うようにサポートしてくれた白鳥健
二氏、国立近現代建築資料館の桐原武志氏、
教授退職後、設計事務所「広瀬研究室」を切
り盛りしてくれた山本成一郎氏など、幅広い
分野の賛同者が参加してくれています。2009
年ころから広瀬自邸、山本成一郎氏の事務所
からの資料の集約化、図面のデジタル化など、

活動が本格化しています。
ちなみに、師広瀬が逝くのは 2012 年 2 月の
ことですが、その 5 年ほど前から、まだ元気
だった本人と確認しながら資料の集約化を進
めることができました。2012 年 7 月の「広瀬
鎌二先生を偲ぶ会」の際にも、パネル展示な
どでこれらの資料が活用されています。

現在、Facebook ページ（Facebook 未登録者
も閲覧可能）のみであるが、展覧会やその他
活動について情報発信をしており、アーカイ
ブ協力費や次回の協賛などについても案内し
ています。こちらもご覧いただきたいと思い
ます。（https://www.facebook.com/Hirose.
Kenji.Archive/）（下記 QR コード）

こうしたアーカイブズ研究会の活動の一環と
して、第 1 回の「広瀬鎌二建築展 SH+」が開
催できました。後援をいただいた如学会、協
賛をいただいた企業、広瀬研究室の卒業生、
広瀬ゆかりの方々の、幅広いご支援とご協力
のおかげです。先にも述べたように、2022 年
まで計 5 回開催される予定となっています。
第 2 回展は、引き続き建築会館ギャラリーに
て、本年 11 月 16 日から 21 日まで開催され
ます。主な展示は、SH-30 が中心となる予定
で、16 日には建築会館ホールにて 、山本理顕

原寸大の「SH-1」の再現 *1

撮影　*1：日暮雄一、*2：桐原武志

甦る広瀬鎌二のディテール レポート●松成和夫（S50 卒）
　　　　　プロコード ･ コンサルティング

「2022 年生誕 100 年に向けて」／「広瀬鎌二アーカイブズ研究会」主催

建築会館ギャラリー
2018.11.22-26

中庭まで広げてのオープニングパーティ *2

氏（予定）などのゲストをお迎
えするシンポジウムも企画して
います。ご来場を心よりお待ち
しております。4 号館屋上から旧 6 号館跡地、14,15 号館、図書館を見る

2018 年度実施した主な活動
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進路ガイダンス委員会委員長　斉藤 博　

この度「2018 年度如学会活動の主テーマ」
として別紙のとおり 6 年目となる「進路
支援プログラム／ OB・OG による進路ガ
イダンス」を実施致しました。この企画は
本学建築学科の卒業を控えた学生に対し、

●「一人では不安な就職問題や
進学問題について大学・OB・
OG が 親 身 に な っ て 相 談 に
乗ってくれる場の提供」

●「OB・OG を通じて建築の実業
社会を知る絶好の機会」

●「本音で語り合えるコミュニ
ケーションの場の提供」

を目指したものです。

如学会として当企画に込めました意義は、
「学生個々人と大学・OB・OG との繋がり

を大切にしてきた " 本学の精神 " を就職・
進学という大学生活～社会生活を横断的
につなぐテーマに生かし、具体的に表現
する場を提供する」ことにあります。

当企画は３部構成で実施致しました。
「第１部：業種別仕事紹介」では " 業種

別に一つの企業を選び、その企業の本校
OB・OG の方に各業種の概要をパワーポ
イントを用いて約 7 分でご紹介いただく
場 " とし、14 の業種別企業紹介を行って
頂きました。

「第 2 部：企業別仕事紹介」では " 建築関
連の幅広い業種 79 社の企業の方々 " に参
加いただきました。このコーナーは「本
校 OB・OG の方と学生とのコミュニケー
ション」を通じて「建築関連業界の生の
情報を伝える場として、学生の不安を少
しでも払拭する交流の場」創りを目指し
たものです。この企業別仕事紹介に期待
する役割とは「先輩に聞こう！先輩と語
ろう！」というサブタイトルにあります
ように、あくまでも学生の質問に答える

形で「就職・実社会での活動等に関する
企業とそこに於ける業務についてコミュ
ニケーションすること」にありました。

「リクルート活動」とは一線を画し、OB・
OG の方々にはあくまで個人として参加
頂きました。参加頂きました企業の OB・
OG の方々には学生たちの不安・関心・期
待等に熱心に応えて頂き、とても盛況な
場とすることができました。

「第 3 部：懇親会」では企業 OB・OG の方々
と学生とが、親しく歓談し、学生の関心・
疑問・不安等を直接先輩にぶつけること
ができ、学生にとって他に得がたい「交
流のチャンス」を創り出すことができま
した。

昨年に引き続き開催した今回の「進路支
援プログラム」を通じて多くの企業から
高い評価を頂き、今回未参加であった企
業の OB・OG の方々からも次回への参加
のご要望の声が寄せられております。ま
た学生の側からも、この「プログラム」
で得た情報・人脈を会社訪問等に生かし、
就活に取り組む良いきっかけとなったと
の高い評価を得ております。

今回も昨年の反省を生かして、事前に参
加企業紹介のデータを作成し学生に配信
する等、改善・工夫をして開催致しまし
たが、参加頂きました「企業 OB・OG」「学生」
からはいくつかの課題等も寄せられてお
ります。こうした課題・要望を更に次に
生かし、より充実した「進路ガイダンス」
とすべく活動して行きたいと考えており
ます。

今回の参加者総数　351 名
内訳は
　・参加企業………………………79 社
　　（企業 OB・OG その他参加者    231 名）
　・参加学生………………………91 名
　・大学・如学会関係者…………19 名

主催：東京都市大学建築学科同窓会 ･ 如学会

2018 年度
如学会

「進路支援プログラム」
 OB･OG による進路ガイダンス

実施報告
第 1 部　業種別仕事紹介
第 2 部　企業別仕事紹介
第 3 部　懇親会

2018 年 11 月 21 日 [ 水 ]
13：00-19：00

「先輩に聞こう！
   先輩と語ろう！」

気軽に自分の進路を OB・OG と相談で
きる場を提供することができました。

大企業やアトリエ事務所、規模にかか
わらず建築界とその関係領域の幅広い
分野の先輩達が後輩のために集まりま
した。

第 6 回「進路支援プログラム」への御参加ありがとうございました特集●「OB･OG による進路ガイダンス／進路支援プログラム ･2018」開催される。

第 1 部：業種別仕事紹介 第 2 部：企業別仕事紹介 第 3 部：懇親会

写真撮影：小林捨象

■参加学生アンケート

■「進路ガイダンス」参加学生アンケート結果の評価・総括

「進路ガイダンス」実施後のアンケートでは「参加学生の
100％の方から大変参考になった又は参考になった」との
回答が寄せられました。79 社と業界を代表する多くの企
業の OB・OG に参加頂き、こうした多方面で OB・OG が

活躍されていることを初めて知ったという学生も多く、こ
の「ガイダンス」での出会いを「会社訪問」等、今後積極
的に活動する良いチャンス・契機となったとの報告も寄せ
られております。

進路支援プログラム / 進路ガイダンス 会場 開催時間

大変参考に
なった

参考になった

参考に
ならなかった

妥当

狭い

妥当

長い

短い

■「進路ガイダンス」参加学生アンケート結果の評価・総括

「進路ガイダンス」実施後のアンケートでは参加企業の
79％の方からガイダンスを通じて「大学」「OB・企業」
と「学生」をつなぐという開催意図は達成されたと思う
とのご回答が寄せられました。また、会場・進行等につ
いても貴重なご意見を頂きました。

■参加企業アンケート

昨年より参加希望企業が増加し大変嬉しいことではあり
ましたが、会場のテーブル数の限界のもとに行い、皆様
には大変混雑したガイダンスとなってしまいました。次
回に向けまして「改善・工夫」を図っていきたいと考え
ております。

達成されたと思う

どちらともいえない

参加して
よかった

どちらとも
いえない

期待外れ

適当であった

どちらともいえない

もう少し余裕を
もった準備期間
が欲しかった

平日昼間

土曜日

平日夜間

最近の学生の実態が
把握できた

如学会による支援活動
をサポートできた
有望な学生と接触できた

学生のアプローチが
少なかった

75%

21%

4%

41%

24%

21%

14%

79%

21%

88%

4%

8%

53%37%

10%

37%

19%

14% 12%
7%

5%

2%
2%

2%

12 月
11 月
10 月
  8 月
  7 月
  6 月
  3 月
  2 月
  1 月

今回のガイダンス 参加して良かった（複数回答） ガイダンスを通じて「大学」と「OB 企業」
と「学生」とを繋ぐという開催意図は達
成されたと思いますか

開催希望時期は
（妥当しない月は削除）

今回のガイダンスへの参加依頼・決定
の準備期間は適当でしたか

参加しやすい時間帯は
（該当しない時間帯は削除）

81％

19％

0％

28％

72％

41％

55％

4％
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□実施日時：　2018 年 11 月 21 日 [ 水 ]13:00-19:00
□場所：　　　東京都市大学世田谷キャンパス
□開催の主旨：この企画は「就活を控えた学生と企業代表の OB・OG が本音で語り合うコミュニケーショ

ンの場」「学生個々人と大学・OB・OG との繋がりを大切にしてきた本学の精神の表現の場」
を創り出すための試みとして昨年に引き続き開催したものであり、” 如学会の役割・存在 ”
を意義あるものとするためのチャレンジでもありました。

□実施プログラム

第 2 部 企業別仕事紹介　16:00-17:30　会場：4 号館建築学科棟 1 階「グランドギャラリー」
参加企業別にテーブルを準備、関心のある企業の OB･OG の方々から直接生の情報を得られる貴重な場を提供する
ことが出来ました。

官公庁等 川崎市、台東区、UR 都市機構、横浜市
アトリエ系設計事務所 三上建築事務所
エンジニアリング系設計事務所 建築構造研究所、造研設計、ピーディシステム
組織設計事務所 アーキプラン一級建築士事務所、石本建築事務所、NTT ファシリティーズ、久米設計、
 東急設計コンサルタント、東畑建築事務所、日建設計、日本設計、松田平田設計、
 三菱地所設計、安井建築設計事務所、山下設計
総合建設会社 安藤ハザマ、大林組、大本組、奥村組、鹿島建設、川口土木建築工業、五洋建設、佐藤工業、
 清水建設、西武建設、錢高組、大成建設、大成ユーレック、大和ハウス工業、髙松建設、
 竹中工務店、鉄建建設、東急建設、戸田建設、飛島建設、巴コーポレーション、
 西松建設、長谷工コーポレーション、フジタ、前田建設工業、若築建設
環境 ･ 設備関連 新菱冷熱工業、須賀工業、大気社、太平エンジニアリング、東洋熱工業、西原衛生工業所
住環境関連 積水ハウス、大東建託、東急 Re･ デザイン、ナイス、長谷川萬治商店、三井ホーム
インテリア･ディスプレイ 丹青社、ディー ･ サイン、三越伊勢丹プロパティデザイン
技術 ･ 材料関連 旭ビルウォール、三晃金属工業、不二サッシ、ノザワ
鉄道・不動産･ディベロッパー関連 伊藤忠アーバンコミュニティ、ジェイアール東日本都市開発、鈴与三和建物、
 スターツ CAM、住友不動産、東急電鉄、森ビル
エネルギー 東京ガス、東京電力フュエル＆パワー
マスメディア ･ 情報関連 NTT データ、建築資料研究社／日建教育奉仕会、総合資格、トランス・コスモス
海外留学 ･ 海外就職 杉本拓海、十河彰、根市拓

（五十音順 )

第 1 部 業種別仕事紹介　13:00-15:45　会場：新 6 号館「61B 教室」
学科教室の先生から就職の流れ、大学院への進学手順の説明の後、以下の業種について OB、OG の 14 人の講
師の方々から概略をお話しいただきました。

１ 官公庁等 川崎市役所 斎藤史人 （H25）

２ アトリエ系設計事務所 栗田祥弘都市建築研究所 栗田祥弘 （H10）

３ エンジニアリング系設計事務所 造研設計 三好敏晴 （H10）

４ 組織設計事務所 石本建築事務所 富宇加潤 （H14）

５ 総合建設会社（設計） 戸田建設 戸田千春 （H26）

６ 総合建設会社（施工） 清水建設 星　千紘 （H25）

７ 環境・設備関連 太平エンジニアリング 関口晋太郎 （H19）

８ 住環境関連 大東建託 伊藤達彦 （H25）

９ インテリア・ディスプレイ 丹青社 藤麻貴博 （H22）

10 技術・材料関連 不二サッシ 西本直史 （H03）

11 鉄道 ･ 不動産・ディベロッパー関連 JR 東日本都市開発 皆川寛章 （H24）

12 エネルギー 東京ガス 鎌田寛人 （S62）

13 マスメディア・情報関連 NTT データ 高橋　翼 （H22）

14 海外留学・海外就職 スイス留学 根市　拓 （H26）

[ 業種名 ] [ 企業名 ] [ 担当者 ( 卒業年 )]

第 3 部 懇親会　17：30-19：00　会場：14 号館（学食棟）カフェテリア「CAFE SORA」
立食形式の懇親会で、第 2 部で交流できなかった OB・OG とも更にフランクな形で
質疑応答・コミュニケーションの機会を創りだすことが出来ました。

特別協賛：建築資料研究社 協賛：佐藤工業、三晃金属工業、JR 東日本都市開発、須賀工業、スターツ CAM、
　　　 大成ユーレック、鉄建建設、ノザワ、フジタ／ 100 人展企業出展／（敬称略・順不同）

OB･OGの特別講師の皆様、ご協力ありがとうございました

「進路ガイダンス」に関するお問い合わせ：
進路ガイダンス委員会委員長　斉藤博（S44 卒）

toshibunka@t-lx.co.jp
03-5411-3448

2019 年「進路ガイダンス」

■「新規企画」の主旨

近年の「経団連」による「就活開始時期の緩和」の動きを始めとし

て「インターンシップ・6 月スタート」「企業研究・6 月スタート」

と「就活の準備時期が前倒し」になりつつあります。また「東京都

市大学建築学科の学部 3 年の研究室配属確定が 8 月」となっており

「10 月 ( 本年 ) の進路ガイダンス」に先立ち「建築の多様な業種・企業」

について早期（6 月）の第 1 回進路ガイダンスの実施が学生たちの

進路検討に真に役立つものと言えます。

　また、毎年の進路ガイダンス「企業別仕事紹介」の各企業テーブ

ルでの学生たちの「進路に対する自分の意識」が未だ定まらず、こ

れから何をやりたいのか、どの様な業種に自らの進路を見出して行

きたいのかが不明のままで臨むものが多いとの OB・OG からの感

想が寄せられており、これに応える方策として立案致しました。

■ 6 月「業種紹介・プレ進路ガイダンス」実施の概要

これから「研究室」を決めるに先立って「OB・OG による業種
別魅力紹介」のプレゼンテーションを 6 月に「プレ・ガイダンス」
として実施する。
―― 6 月 19 日（水曜）午後を予定 / 大学の他催事確認中

業種 13 分野を代表した「企業代表というより業種代表」として
のプレゼンテーションを期待する。
――  計 20 講師（現在の 14 人から変更）
――「総合建設業」は大手（設計、施工の 2 講師）、中堅（特色・   

魅力紹介の 1 講師）別、総合設計事務所は 2 社で行う等。
――「アトリエ設計事務所」は “ 採用 ” と関係なく、「アトリエ

事務所」の魅力を語ってもらう。/ 企業別仕事紹介のエン
トリー企業以外も可とする。

業種別１講師 8 分（入れ替え時間込み 10 分）で「パワーポイン
ト」にて所属する「業種・業界」の紹介と「自分が会社に就職
してからこれまでに得た “ 人生を通してのキャリア ”」等につい
て学生に語ってもらう。
※当日は 20 講師参加、他の非参加企業は来校の必要はございま　
　せんが、10 月の「進路ガイダンス」に向けてご参加は自由です。

会場を「グランドギャラリー」（製図室）とし、今までの「講堂」
での一方的な講演とは異なるコミュニケーションを期待する。
自由に語り合える懇親会も実施する。

1：

2：

3：

4：

■ 6 月の「第 1 回進路ガイダンス」開催のメリット

――  例年の第一部を 6 月にプレ・ガイダンスとして開催すること
           で、1 ０月進路ガイダンスの第１部「業界別仕事紹介」はな
           くなり、「企業別仕事紹介」に特化でき、学生との面談時間を
           長くできる。

■「進路ガイダンス」への「学生動員」の工夫

―― 初めての企画で、学生にとってまだ進路を決めかねている時
期なので多くの学生に参加してもらうためには、「プレ・ガイ
ダンス」の主旨を良く理解してもらうことが重要。

１：「都市大学教育センター」への事前「主旨説明」と「会場使用
　　の了承」。
２： 「建築学科教室会議」を通じた「学生動員」への協力要請が絶
　　対条件。
３：建築学科メールにて学生への事前告知を徹底する。　　
        グランドギャラリーに大型掲示で事前告知する。

■「進路ガイダンス準備会」開催時期

―― 準備会は「職域理事」中心の１０月参加企業数増進へのプロ
グラムであり、「プレ・ガイダンス」の６月実施に合わせて
４月開催等前倒しする必要はないと考え、従来通り「８月進
路ガイダンス準備会」としたいと考えます。それによって、
６月のプレガイダンスの結果を 10 月の進路ガイダンスに反
映することも可能と考えられます。

「進路ガイダンス」が6月＋10月開催に変わります
これに先立ち6月に「業種紹介･プレ進路ガイダンス」を開催します

新規企画

5：当日「グランドギャラリー」（製図室）に「10 月参加予定企
業の紹介パネル（A1 サイズ）紹介画面の下部に連絡窓口の
氏名・連絡先を記載」を掲示し、「進路ガイダンス」の前後
に学生が見て廻れるよう工夫する。
――  事前に 2018 年参加各社に連絡し「データ」で提出。
　　  如学会にて印刷し、会場壁面に掲示する。
　　  ※「大本組パネル / モデル案」を企画書に添付する。

第１回 「プレ進路ガイダンス」（業種別）：   6 月19 日［水］午後

第２回 「進路ガイダンス」（企業別）　    ：10 月 23 日［水］午後

第 1 部：業種別仕事紹介
第 2 部：懇親会

第 3 部：企業別仕事紹介
第 4 部：懇親会

report
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メイダン競馬場のホテルレストラン（写 ･11、12）

バスタキア歴史地区（写･8）

風の塔（写･9）メイダン競技場（写 ･10）

ドバイクリークの渡し船（写 ･13）

ドバイ銀行（写 ･14）＊ブージュ ･ ハリファ（写 ･15）屋外展望台からの眺望（写 ･16） ブージュ ･ アル ･ アラブを背景に集合写真（写 ･3）

＊ドバイ空港（写 ･1）

ブージュ ･ アル ･ アラブ（写 ･2）

＊パームジュメイラ（写 ･4）

＊アトランティスホテル（写 ･5）マリーナ地区（写 ･6）バスタキア歴史地区（写 ･7）

ラ
ン
ド
の
一
つ
で
、
２
０
０
６
年
か
ら
移
住
が
始
ま
っ
た
最
初
に
竣
工
し
た
島
で
あ
る
。
周
囲
を

11
㎞
の
防
波
堤
で
囲
わ
れ
、
中
心
の
島
部
分
と
海
底
ト
ン
ネ
ル
で
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　

見
学
は
幹
の
根
元
に
あ
る
モ
ノ
レ
ー
ル
で
、
外
周
部
の
中
心
に
当
た
る
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ス
ホ
テ

ル
（
写･

５
）
ま
で
乗
車
す
る
工
程
で
行
わ
れ
た
。
乗
車
前
に
は
、
ト
イ
レ
休
憩
が
取
ら
れ
た
が
、

出
て
こ
な
い
人
が
い
る
は
、
自
販
機
で
お
釣
り
が
出
て
こ
な
い
と
騒
い
で
い
る
人
が
い
る
は
で
、

テ
ン
ヤ
ワ
ン
ヤ
で
な
ん
と
か
乗
車
。
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ス
ホ
テ
ル
の
駅
で
は
、
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
を

降
り
て
、
迎
え
に
来
て
い
る
バ
ス
に
乗
り
込
む
予
定
だ
っ
た
が
、
折
り
返
す
電
車
に
乗
っ
て
い
る

人
が
い
る
し
、も
う
大
慌
て
で
あ
る
。「
乗
ら
な
い
よ
！
」
と
叫
ん
で
も
、何
処
吹
く
風
。
そ
り
ゃ
ー

そ
う
だ
。
本
人
は
、
モ
ノ
レ
ー
ル
で
戻
る
と
信
じ
込
ん
で
い
る
。
な
ん
と
か
引
き
止
め
、
迎
え
の

バ
ス
に
乗
車
。ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ス
ホ
テ
ル
は
、ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ス
を
テ
ー
マ
に
建
設
さ
れ
た
バ
ハ
マ
、

ナ
ッ
ソ
ー
の
姉
妹
ホ
テ
ル
で
あ
る
が
、
開
業
前
の
火
事
に
よ
り
オ
ー
プ
ン
が
遅
れ
た
経
緯
が
あ
る

そ
う
だ
。
高
層
ビ
ル
の
万
国
博
覧
会
の
よ
う
な
ド
バ
イ
で
あ
る
が
、
リ
ゾ
ー
ト
施
設
も
世
界
中
の

リ
ゾ
ー
ト
を
集
め
た
よ
う
な
雰
囲
気
が
あ
る
。
こ
こ
も
ど
こ
か
ハ
ワ
イ
の
雰
囲
気
が
し
て
な
ら
な
い
。

　

バ
ス
に
乗
り
込
ん
だ
一
行
は
、
現
在
ド
バ
イ
で
も
急
成
長
し
て
い
る
マ
リ
ー
ナ
地
区
（
写･

６
）

へ
向
か
う
。
そ
の
中
で
ひ
と
き
わ
目
立
つ
の
が
カ
ヤ
ン
・
タ
ワ
ー
で
あ
る
。
こ
の
ね
じ
れ
た
外
観

を
持
つ
タ
ワ
ー
は
３
０
７
ｍ
の
高
さ
が
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
の
組
織
設
計
事
務
所
、
Ｓ
Ｏ
Ｍ
が
設
計

し
た
。
地
上
か
ら
最
上
階
ま
で
で
ち
ょ
う
ど
90
度
ね
じ
れ
た
状
態
で
建
っ
て
い
る
。
現
在
、
ね
じ

れ
た
タ
ワ
ー
と
し
て
は
上
海
の
タ
ワ
ー

”上
海
中
心
”（
６
３
２
ｍ
、
２
０
１
６
年
竣
工
）
に
抜
か

れ
た
が
、
そ
れ
ま
で
は
ね
じ
れ
た
ビ
ル
で
最
高
の
高
さ
だ
っ
た
ら
し
い
。「
ね
じ
れ
た
ビ
ル
」
カ
テ

ゴ
リ
ー
で
高
さ
を
競
う
の
も
よ
く
意
味
が
わ
か
ら
な
い
。

　

バ
ス
は
オ
ー
ル
ド
ド
バ
イ
と
呼
ば
れ
る
バ
ス
タ
キ
ア
歴
史
地
区
（
写･

７
、８
）
へ
到
着
。
こ
の

地
区
は
ア
ル
・
フ
ァ
ヒ
デ
ィ
地
区
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。
ド
バ
イ
の
街
が
こ
こ
か
ら
始
ま
っ
た
と

言
わ
れ
て
い
る
場
所
で
、
歴
史
的
な
建
物
を
復
元
、
改
修
し
、
テ
ー
マ
パ
ー
ク
的
に
整
備
し
た
場

所
で
、綺
麗
す
ぎ
て
あ
り
が
た
み
に
欠
け
る
。
も
ち
ろ
ん
、昔
か
ら
の
集
落
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
、

中
庭
形
式
の
住
居
、
風
を
採
り
込
む
「
風
の
塔
」（
写･

９
）、
そ
し
て
壁
の
作
り
は
塗
り
壁
で
で

き
て
い
る
が
、
中
に
積
ま
れ
た
通
常
日
干
し
レ
ン
ガ
等
で
構
成
さ
れ
る
と
こ
ろ
は
、
サ
ン
ゴ
で
で

き
て
い
た
。

　

昼
食
は
、
メ
イ
ダ
ン
競
馬
場
（
写･

10
）
の
ホ
テ
ル
で
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
で
あ
る
。
途
中
自
然
保
護

地
区
を
通
る
が
、
そ
こ
に
い
る
フ
ラ
ミ
ン
ゴ
が
白
い
。
フ
ラ
ミ
ン
ゴ
が
ピ
ン
ク
な
の
は
世
界
共
通

じ
ゃ
な
い
こ
と
に
驚
く
が
、
ス
ピ
ル
リ
ナ
に
よ
っ
て
体
が
ピ
ン
ク
色
に
染
ま
る
た
め
、
ス
ピ
ル
リ

ナ
の
な
い
ド
バ
イ
で
は
フ
ラ
ミ
ン
ゴ
は
白
い
、と
い
う
こ
と
に
な
る
ら
し
い
。ち
ょ
っ
と
調
べ
た
ら
、

ま
た
び
っ
く
り
。
動
物
園
の
フ
ラ
ミ
ン
ゴ
が
ピ
ン
ク
色
な
の
は
、
ど
う
や
ら
β
カ
ロ
チ
ン
を
餌
に

与
え
て
い
る
ら
し
い
。

　

メ
イ
ダ
ン
競
馬
場
は
メ
イ
ダ
ン
シ
テ
ィ
ー
と
呼
ば
れ
る
開
発
の
中
心
施
設
で
、
２
０
１
０
年
に

竣
工
し
た
、
競
馬
場
で
あ
る
。
日
本
で
は
、
世
界
最
高
賞
金
レ
ー
ス
の
ド
バ
イ
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

が
行
わ
れ
る
競
馬
場
と
し
て
有
名
で
、こ
の
競
馬
場
に
ザ
・
メ
イ
ダ
ン
ホ
テ
ル
が
併
設
さ
れ
て
い
る
。

曲
線
を
持
っ
た
競
技
場
側
の
客
室
バ
ル
コ
ニ
ー
は
、
競
馬
場
を
見
渡
し
、
宿
泊
者
は
こ
の
バ
ル
コ

ニ
ー
か
ら
レ
ー
ス
を
観
戦
す
る
。
特
徴
的
な
の
は
、
浮
い
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
三
日
月
型
の
屋

根
で
、
こ
の
屋
根
部
分
に
、
日
本
設
計
が
コ
ン
サ
ル
に
入
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。

　

こ
の
ホ
テ
ル
の
レ
ス
ト
ラ
ン
（
写･

11
、
12
）
が
、
本
日
の
昼
食
会
場
で
、
各
国
の
料
理
が
並
び
、

日
本
食
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
や
生
牡
蠣
ま
で
あ
り
、
相
当
に
豪
華
な
昼
食
で
あ
る
。
入
れ
歯
が
な
い

と
感
じ
さ
せ
な
い
ぐ
ら
い
食
べ
て
い
る
人
も
い
る
し
、
ワ
イ
ン
に
ビ
ー
ル
を
ガ
ン
ガ
ン
頼
ん
で
い

る
。
生
牡
蠣
も
結
構
食
べ
て
い
る
人
が
い
る
。
で
も
、
一
番
盛
り
上
が
っ
た
の
は
、
豪
華
な
ト

イ
レ
の
話
だ
っ
た
。
行
き
た
く
な
い
人
ま
で
、
ト
イ
レ
に
行
く
。

　

こ
こ
か
ら
、バ
ス
で
船
着
場
ま
で
移
動
し
、ド
バ
イ
ク
リ
ー
ク
の
渡
し
舟
（
写･

13
）
に
乗
っ

た
。ス
パ
イ
ス
ス
ー
ク
、ゴ
ー
ル
ド
ス
ー
ク
見
学
の
た
め
で
あ
る
。ス
ー
ク
と
は
市
場
の
こ
と
で
、

現
在
は
観
光
客
向
け
で
は
あ
る
が
、
活
気
溢
れ
る
市
場
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。
ゴ
ー
ル
ド

ス
ー
ク
に
は
世
界
最
大
で
ギ
ネ
ス
記
録
に
も
な
っ
て
い
る
、
ゴ
ー
ル
ド
の
指
輪
（
非
売
品
）
が

展
示
さ
れ
て
い
た
。
ス
パ
イ
ス
は
イ
ラ
ン
か
ら
輸
入
さ
れ
て
い
る
も
の
が
多
い
そ
う
だ
が
、
そ

の
船
は
ド
バ
イ
で
荷
物
を
降
ろ
し
、
そ
の
代
わ
り
に
家
電
製
品
な
ど
を
積
ん
で
帰
っ
て
い
く
そ

う
だ
。

　

そ
の
後
、
ド
バ
イ
銀
国
立
銀
行
（
設
計
：
カ
ル
ロ
ス
・
オ
ッ
ト
）（
写･

14
）、
そ
の
横
に
あ

る
商
工
会
議
所
の
ビ
ル
を
見
学
し
た
が
、
だ
い
ぶ
疲
れ
て
い
る
の
か
ド
バ
イ
ク
リ
ー
ク
の
風
景

を
眺
め
て
い
る
人
が
多
い
。
余
談
で
は
あ
る
が
、
ド
バ
イ
ク
リ
ー
ク
は
釣
り
禁
止
だ
そ
う
で
あ

る
が
、
目
の
前
で
釣
り
を
し
て
い
る
人
が
い
る
。
気
の
せ
い
で
は
な
い
。

　

夕
食
は
、
市
内
グ
ラ
ン
ド
ハ
イ
ア
ッ
ト
内
の
レ
バ
ノ
ン
料
理
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
あ
る
が
、
こ

の
ホ
テ
ル
も
、
え
げ
つ
な
い
ぐ
ら
い
豪
華
な
ホ
テ
ル
で
、
吹
き
抜
け
の
大
き
な
ス
ペ
ー
ス
は
、

水
を
使
っ
た
植
物
園
と
見
紛
う
ほ
ど
の
植
栽
が
植
え
ら
れ
て
い
た
。
レ
バ
ノ
ン
料
理
は
、
大
変

な
量
で
、
ベ
リ
ー
ダ
ン
ス
の
シ
ョ
ー
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
見
物
客
が
一
緒
に

踊
ら
さ
れ
る
羽
目
に
な
る
の
だ
が
、
率
先
し
て
出
て
行
っ
て
し
ま
う
の
が
長
谷
川
順
持
氏
で
あ

り
、
巻
き
込
ま
れ
る
の
が
私
で
あ
る
。
妻
子
が
、
し
か
も
子
供
三
人
の
父
と
し
て
、
お
見
せ
で

き
な
い
写
真
が
数
多
く
撮
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
拡
散
に
戦
々
恐
々
と
し
て
い
る
が
、

今
の
と
こ
ろ
大
丈
夫
な
よ
う
で
あ
る
。
ベ
ラ
ル
ー
シ
出
身
の
ダ
ン
サ
ー
の
素
晴
ら
し
い
シ
ョ
ー

を
最
後
に
、
１
日
目
の
予
定
が
終
了
し
た
。
ホ
テ
ル
に
帰
っ
て
気
が
付
い
た
の
だ
が
、
部
屋
の

天
井
に
も
メ
ッ
カ
の
方
向
を
指
す
矢
印
が
、
き
ち
ん
と
付
い
て
い
た
。

２
日
目
、
こ
の
日
の
朝
は
す
で
に
34
度
だ
が
気
温
以
上
に
暑
く
感
じ
る
。
早
速
こ
の
日
の
メ

イ
ン
イ
ベ
ン
ト
、
ブ
ー
ジ
ュ
・
ハ
リ
フ
ァ
（
写･

15
）
へ
向
か
う
。

　

8
２
９
ｍ
、
雲
の
上
か
ら
地
上
を
見
下
す
、
地
上
か
ら
は
そ
の
頭
頂
部
が
霞
む
世
界
最
高
の

高
さ
を
誇
る
超
高
層
ビ
ル
、
ブ
ー
ジ
ュ
・
ハ
リ
フ
ァ
は
、
２
０
１
０
年
に
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
迎

え
た
。
設
計
を
、
ア
メ
リ
カ
の
Ｓ
Ｏ
Ｍ
が
担
当
し
、
施
工
を
韓
国
の
サ
ム
ス
ン
系
列
の
会
社
が

中
心
と
な
り
実
現
し
た
、
ド
バ
イ
の
開
発
の
象
徴
と
も
い
う
べ
き
建
物
で
あ
る
。
Ｆ･

Ｌ
ラ
イ

ト
の
シ
カ
ゴ
に
構
想
さ
れ
た
「
マ
イ
ル
・
ハ
イ
・
イ
リ
ノ
イ
」
に
着
想
し
、
な
ん
ど
も
高
さ
の

変
更
が
加
え
ら
れ
た
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
多
難
の
連
続
で
あ
っ
た
そ
う
で
あ
る
。
金
融
危

機
の
影
響
で
、
ア
ブ
ダ
ビ
か
ら
の
膨
大
な
借
り
入
れ
を
お
こ
な
っ
た
り
、
劣
悪
な
労
働
環
境
か

ら
、
暴
動
が
起
こ
っ
た
り
、
竣
工
直
前
に
タ
ワ
ー
の
名
前
が
変
わ
っ
た
り
と
、
そ
ん
な
苦
難
を

乗
り
越
え
、
現
在
の
姿
が
あ
る
。

　

イ
ス
ラ
ム
の
文
様
や
ヒ
メ
ノ
カ
リ
ス
（
ヒ
ガ
ン
バ
ナ
科
）
か
ら
想
起
し
た
平
面
形
状
が
、
上

昇
す
る
に
つ
れ
、
少
し
ず
つ
減
衰
し
て
い
く
プ
ラ
ン
は
構
造
的
に
も
、
ホ
テ
ル
や
、
居
住
施
設

に
お
け
る
採
光
な
ど
の
面
か
ら
も
非
常
に
有
効
だ
っ
た
ら
し
い
。
ま
た
１
ス
パ
ン
ず
つ
膨
ら
み

を
持
っ
た
外
壁
部
を
持
つ
た
め
、
複
雑
な
形
状
に
見
て
取
れ
る
。

　

屋
外
展
望
台
「At the Top

」（
写･

16
）
と
名
付
け
ら
れ
た
展
望
台
は
、
屋
外
に
出
る
こ

と
の
で
き
る
４
５
２
ｍ
、
１
２
４
階
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
、
展
望
台
へ
は
、
独
立
し
た

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
使
う
の
だ
が
、
待
ち
時
間
の
間
、
ブ
ー
ジ
ュ
・
ハ
リ
フ
ァ
の
建
設
過
程
や
貢

如
学
会
研
修
交
流
ツ
ア
ー
（
共
催
・
校
友
会
、
柏
三
水
会
）

文
●
西
山
広
朗
（
Ｈ
07
卒
）

砂
漠
の
摩
天
楼
・
オ
ー
シ
ャ
ン
リ
ゾ
ー
ト
・
海
に
浮
か
ぶ
ル
ー
ブ
ル
美
術
館
・
建
設
中
の
仰
天
建
築
の
旅

「
ド
バ
イ
・
ア
ブ
ダ
ビ
都
市
建
築
ツ
ア
ー
」
３
泊
５
日

　

日
本
が
や
っ
と
涼
し
く
な
っ
て
来
た
２
０
１
８
年
10
月
18
日
〜
22
日
、
灼
熱
の
地
、
ド
バ
イ
・
ア

ブ
ダ
ビ
都
市
建
築
、
３
泊
５
日
の
弾
丸
ツ
ア
ー
が
行
わ
れ
た
。
今
回
の
ツ
ア
ー
は
如
学
会
主
催
の

も
と
、校
友
会
、柏
三
水
会
と
の
共
催
と
し
て
開
催
さ
れ
、ド
バ
イ
に
長
期
駐
在
し
、（
ツ
ア
ー
当
時
）

出
張
中
の
竹
中
工
務
店
、
澤
田
伸
一
氏
（
如
学
会･

国
際
委
員
長
）
同
行
の
も
と
、
総
勢
27
名
の

参
加
で
ツ
ア
ー
は
出
発
し
た
。
ド
バ
イ
の
繁
忙
期
が
途
切
れ
る
一
瞬
を
狙
っ
た
25
万
円
と
い
う
格

安
ツ
ア
ー
。
そ
れ
も
、
エ
ミ
レ
ー
ツ
航
空
＋
羽
田
往
復
直
行
便
＋
全
行
程
添
乗
員
同
行
＋
貸
切
バ

ス
＋
全
食
事
付
き
で
あ
る
。
参
加
し
た
ツ
ア
ー
で
は
毎
回
、
如
学
会
ニ
ュ
ー
ス
記
事
執
筆
を
命
じ

ら
れ
て
い
る
が
、
毎
度
の
珍
道
中
、
ネ
タ
に
事
欠
か
な
い
と
は
い
え
、
出
発
前
か
ら
多
少
の
ア
ク

シ
デ
ン
ト
を
期
待
し
て
し
ま
う
、
不
謹
慎
な
態
度
で
旅
行
に
臨
ん
で
い
た
。
も
し
ネ
タ
が
無
け
れ

ば
、
山
岡
会
長
を
ド
バ
イ
ク
リ
ー
ク
に
突
き
落
と
し
て
も
い
い
と
さ
え
思
っ
て
い
た
？
？
自
分
を
、

お
許
し
い
た
だ
き
た
い
。（
実
際
そ
う
な
ら
ず
に
済
み
ま
し
た
）

　

フ
ラ
イ
ト
が
羽
田
発
深
夜
便
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
夜
の
10
時
に
集
合
で
は
あ
っ
た
が
、
来
た

人
か
ら
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
に
向
か
っ
た
た
め
、
集
合
か
ら
も
う
バ
ラ
バ
ラ
。
並
ん
で
は
い
る
も
の
、

誰
が
来
て
る
の
来
て
な
い
の
と
、
右
往
左
往
し
な
が
ら
、
人
数
を
確
認
し
て
い
く
。
こ
の
方
式
は
、

と
っ
て
も
効
率
が
悪
い
の
だ
が
、
羽
田
に
戻
っ
て
く
る
ま
で
一
事
が
万
事
こ
の
調
子
で
あ
っ
た
。

毎
回
思
う
の
だ
が
、
背
番
号
か
何
か
付
け
た
方
が
参
加
者
の
た
め
で
も
あ
る
と
思
う
の
で
、
ぜ
ひ

検
討
願
い
た
い
。
Ｇ
Ｐ
Ｓ
埋
め
込
む
の
も
行
方
不
明
に
は
有
効
な
手
段
で
す
。

　

羽
田
で
、
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
の
列
に
並
ん
で
い
る
時
か
ら
、
体
調
が
悪
く
２
日
間
、
お
粥
し
か
食

べ
て
い
な
い
人
が
い
た
り
と
、
不
安
だ
ら
け
で
は
あ
る
が
、
無
事
参
加
者
全
員
で
ド
バ
イ
へ
と
旅

立
つ
事
が
出
来
た
。
あ
る
一
つ
の
も
の
を
除
い
て
は･･･

。

　

エ
ミ
レ
ー
ツ
航
空
の
機
内
は
天
井
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
星
空
が
表
現
さ
れ
、
各
座
席
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

モ
ニ
タ
ー
も
大
き
く
、
機
内
も
清
潔
に
保
た
れ
て
い
た
。
モ
ニ
タ
ー
に
映
さ
れ
る
情
報
の
中
に
は
、

「
キ
ブ
ラ
コ
ン
パ
ス
」
な
る
も
の
が
表
示
さ
れ
る
。
見
掛
け
は
方
位
磁
針
で
あ
る
が
、
そ
の
矢
印
の

方
向
は
ム
ス
リ
ム
（
イ
ス
ラ
ム
教
徒
）
の
礼
拝
の
方
向
、
メ
ッ
カ
を
指
し
た
コ
ン
パ
ス
で
あ
る
。

ど
こ
に
い
て
も
時
間
に
な
れ
ば
礼
拝
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
ム
ス
リ
ム
な
ら
で
は
の
も
の
で
、

こ
の
コ
ン
パ
ス
は
、
羅
針
盤
が
作
ら
れ
た
頃
か
ら
存
在
す
る
ら
し
い
。
そ
し
て
飛
ん
で
い
る
飛
行

機
の
中
で
メ
ッ
カ
の
方
向
を
探
す
の
は
非
常
に
難
し
い
と
、
妙
に
納
得
す
る
の
で
あ
っ
た
。
飛
行

機
の
中
で
は
特
筆
す
る
べ
き
事
件
は
起
き
な
か
っ
た
が
、
私
の
後
ろ
の
席
か
ら
時
折
「
ガ
ハ
ハ
」

と
大
き
な
声
が
聞
こ
え
る
。
も
ち
ろ
ん
真
後
ろ
の
席
は
、
我
ら
が
会
長
、
山
岡
氏
で
あ
る
。
元
気

が
過
ぎ
る
会
長
で
は
あ
る
が
由
、
如
学
会
は
ま
だ
ま
だ
安
泰
で
あ
る
。
12
時
間
弱
で
ド
バ
イ
に
着

陸
し
、
機
体
が
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
向
か
っ
て
い
る
最
中
に
、
歩
き
出
す
乗
客
。「
ダ
メ
だ
よ
」
と

よ
く
見
た
ら
、
う
ち
の
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。
こ
の
徘
徊
行
動
も
こ
の
ツ
ア
ー
中
、
よ
く
見
か
け

る
光
景
で
あ
っ
た
。

　

い
つ
か
ら
騒
ぎ
に
な
っ
て
い
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。
ド
バ
イ
に
早
朝
到
着
し
、
迎
え
の
バ

ス
に
乗
り
込
ん
だ
直
後
か
ら
、ざ
わ
ざ
わ
と
参
加
者
が
騒
が
し
い
。
Ａ
氏「
入
れ
歯
が
な
い
」「
羽

田
で
は
あ
っ
た
」
Ｂ
氏
「
じ
ゃ
ー
機
内
で
落
と
し
た
？
」

･･･

ま
じ
か
！

　

こ
れ
か
ら
、
美
味
し
い
食
事
が
い
っ
ぱ
い
設
定
さ
れ
て
い
る
、
旅
行
の
そ
の
地
に
着
く
前

に
、
総
入
れ
歯
の
上
下
共
な
く
す
と
は
、
大
変
気
の
毒
で
は
あ
る
が
、
自
分
ご
と
で
は
な
い
の

で
、
苦
笑
い
し
か
出
な
い
。
到
着
し
た
ド
バ
イ
国
際
空
港
第
３
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
（
写･

１
）

は
、
設
計
を
フ
ラ
ン
ス
の
パ
リ
空
港
公
団
、
施
工
を
竹
中
工
務
店
が
受
け
持
っ
た
も
の
で
、

２
０
０
８
年
に
開
港
し
た
エ
ミ
レ
ー
ツ
航
空
専
用
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
あ
る
。

１
日
目
、
日
付
は
現
地
10
月
19
日
の
金
曜
日
で
あ
る
。
ド
バ
イ
は
金
曜
日
が
休
日
で
、
普
段

に
比
べ
る
と
渋
滞
は
少
な
く
、
ホ
テ
ル
ま
で
の
道
程
は
ス
ム
ー
ズ
で
あ
る
。
ホ
テ
ル
到
着
後
、

早
速
市
街
観
光
へ
向
か
う
。
気
温
は
朝
な
こ
と
も
あ
っ
て
、
摂
氏
27
度
。「
な
ん
だ
、
過
ご
し

や
す
い
じ
ゃ
な
い
か
！
」
の
感
想
は
、
こ
の
時
だ
け
で
あ
っ
た
。

　

バ
ス
で
ド
バ
イ
市
内
を
通
り
、
ド
バ
イ
の
情
報
、
注
意
点
な
ど
を
、
ガ
イ
ド
の
ゆ
き
こ
さ
ん

か
ら
説
明
を
受
け
な
が
ら
、
最
初
に
訪
れ
た
の
が
、
ブ
ー
ジ
ュ
・
ア
ル
・
ア
ラ
ブ
。（
写･

２
）

皆
さ
ん
ご
存
知
の
全
て
が
ス
イ
ー
ト
ル
ー
ム
の
７
つ
星
ホ
テ
ル
。
海
に
建
つ
外
観
だ
け
の
見
学

を
、
岸
側
の
ジ
ュ
メ
イ
ラ
ビ
ー
チ
か
ら
見
学
。
全
て
の
部
屋
が
メ
ゾ
ネ
ッ
ト
タ
イ
プ
な
の
で
、

３
２
０
ｍ
以
上
あ
る
建
物
だ
が
、
そ
こ
ま
で
の
高
さ
は
感
じ
ら
れ
な
い
。
ヘ
リ
ポ
ー
ト
か
ら
の

チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
、
ア
ウ
ト
も
で
き
る
、
ハ
イ
ク
ラ
ス
な
ホ
テ
ル
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

ア
ラ
ブ
の
ダ
ウ
船
の
帆
か
ら
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
た
外
観
だ
が
、
本
体
の
構
造
に
、
外
部
の
フ
レ
ー

ム
は
あ
ま
り
関
係
な
い
ら
し
く
、
帆
の
形
の
み
を
フ
レ
ー
ム
で
表
現
し
て
い
る
ら
し
い
。
建
物

の
平
面
は
ハ
の
字
型
に
開
か
れ
、
開
い
た
部
分
の
外
壁
は
、
膜
構
造
で
覆
わ
れ
、
内
部
吹
き
抜

け
に
光
を
与
え
て
い
る
。
ら
し
い
。
こ
の
ビ
ー
チ
で
、
最
初
の
集
合
写
真
（
写･

３
）
を
撮
る

こ
と
に
な
っ
た
の
だ
が
、
15
分
の
見
学
時
間
に
、
集
合
写
真
に
５
分
以
上
か
か
っ
た
。〈
バ
ス

か
ら
降
り
る
→
対
象
の
写
真
を
撮
る
→
振
り
向
い
て
写
真
を
取
ら
れ
る
→
バ
ス
に
乗
る
〉
如
学

会
ツ
ア
ー
の
ル
ー
テ
ィ
ー
ン
で
あ
る
。

　

パ
ー
ム
ツ
リ
ー
の
平
面
を
持
っ
た
人
工
島
に
、
集
合
住
宅
、
高
級
別
荘
地
、
商
業
地
域
で
構

成
さ
れ
た
、
パ
ー
ム
ジ
ュ
メ
イ
ラ
（
写･

４
）
は
三
箇
所
で
で
き
る
予
定
で
あ
る
パ
ー
ム
ア
イ

海
と

砂
漠
の
近
未
来
都
市
デ
ザ
イ
ン
を
訪
ね
て
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て
い
る
、
お
酒
と
豚
肉
で
あ
る
が
、
そ
の
理
由
ま
で
考
え
た
こ
と
が
今
ま
で
な
か
っ
た
。
お
酒
は
、

厳
し
い
日
差
し
の
中
で
酔
っ
払
っ
て
し
ま
う
と
命
に
関
わ
る
か
ら
。
豚
肉
は
生
焼
け
で
食
べ
る
と

様
々
な
病
気
に
か
か
る
か
ら
で
、
よ
く
焼
く
た
め
の
木
も
少
な
い
か
ら
だ
そ
う
で
あ
る
。
そ
ん
な

理
由
？
と
ち
ょ
っ
と
び
っ
く
り
し
た
。
端
的
に
い
う
と
そ
う
で
あ
る
が
、も
っ
と
宗
教
的
に
は
色
々

理
由
が
付
け
加
え
ら
れ
て
い
る
ら
し
い
。
嗜
む
程
度
に
お
酒
飲
ん
で
、
ガ
ス
引
い
て
、
よ
く
焼
い

て
豚
肉
を
食
べ
れ
ば
い
い
と
、
簡
単
に
思
っ
て
は
い
け
な
い
の
だ
と
思
う
。

　

爆
音
を
後
に
、
バ
ス
は
サ
デ
ィ
ヤ
ッ
ト
島
へ
向
か
う
。
こ
の
サ
デ
ィ
ヤ
ッ
ト
島
は
博
物
館
を
中

心
と
し
た
、
カ
ル
チ
ャ
ー
デ
ィ
ス
ト
リ
ク
ト
的
な
開
発
を
目
指
し
て
い
る
よ
う
で
、
我
々
が
今
ま

で
目
に
し
て
き
た
著
名
な
建
築
家
の
博
物
館
、
美
術
館
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
構
想
さ
れ
て
い
る
が
、

現
在
で
き
た
の
は
、
今
回
目
指
す
ル
ー
ブ
ル
・
ア
ブ
ダ
ビ
（
写･

24
、
25
）
の
み
で
あ
る
。

　

イ
ス
ラ
ム
の
街
を
表
現
し
、
そ
こ
に
大
屋
根
を
か
け
た
単
純
な
構
成
で
あ
る
が
、
規
模
が
圧
倒

的
で
あ
る
。
特
に
か
け
ら
れ
た
大
屋
根
は
ラ
イ
ズ
の
低
い
美
し
い
カ
ー
ブ
を
描
き
、
そ
の
屋
根
は

何
層
に
も
イ
ス
ラ
ム
独
特
の
模
様
を
あ
し
ら
っ
た
表
皮
を
重
ね
て
で
き
て
い
る
。
美
術
品
は
、
建

物
の
中
に
展
示
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
展
示
室
を
つ
な
ぐ
外
部
の
通
路
に
は
、
大
屋
根
か
ら
木
漏

れ
日
が
差
し
込
み
、
幻
想
的
な
風
景
が
生
み
出
さ
れ
て
い
る
。、
外
周
部
に
い
け
ば
、
そ
の
庇
の

先
に
つ
な
が
る
海
と
一
体
化
す
る
風
景
が
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ス
ケ
ー
ル
を
超
え
た
小
宇
宙
を
、
こ
の

庇
で
作
り
出
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
圧
巻
の
建
築
で
あ
る
。
設
計
は
フ
ラ
ン
ス
人
建
築
家
、
ジ
ャ

ン
・
ヌ
ー
ベ
ル
。
パ
リ
で
は
、
ア
ラ
ブ
世
界
研
究
所
で
イ
ス
ラ
ム
文
様
が
日
差
し
に
よ
っ
て
開
閉

す
る
ソ
ー
ラ
ー
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
作
っ
た
建
築
家
で
あ
る
。
本
当
に
美
し
い
風
景
が
広
が
る
建
築

で
、
時
間
の
経
つ
の
も
忘
れ
て
し
ま
う
ほ
ど
の
感
動
が
あ
っ
た
。
こ
の
屋
根
は
八
層
構
成
で
、
外

側
４
層
が
ス
テ
ン
レ
ス
、
内
側
４
層
が
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
が
使
わ
れ
、
直
径
１
８
０
ｍ
、
総
重
量

７
５
０
０
ｔ
の
巨
大
屋
根
は
、エ
ッ
フ
ェ
ル
塔
と
同
じ
重
さ
で
で
き
て
い
る
。こ
の
屋
根
の
恩
恵
で
、

屋
根
の
下
で
は
気
温
が
５
〜
６
度
下
が
る
と
い
う
こ
と
だ
。

　

一
応
、
山
岡
会
長
た
っ
て
の
願
い
で
、
フ
ラ
ン
ク
・
Ｏ
・
ゲ
ー
リ
ー
の
グ
ッ
ゲ
ン
ハ
イ
ム
・
ア

ブ
ダ
ビ
（
写･

26
）
予
定
地
に
バ
ス
を
向
け
た
が
、
更
地
で
あ
っ
た
。
更
地
を
見
学
す
る
っ
て
と

こ
ろ
が
、
如
学
会
っ
ぽ
く
て
い
い
と
思
い
ま
す
。

　

ア
ブ
ダ
ビ
市
内
で
ノ
ボ
テ
ル
ホ
テ
ル
の
上
の
中
華
で
、
昼
食
を
済
ま
せ
る
。
昼
食
後
は
市
内
を

バ
ス
か
ら
眺
め
な
が
ら
、
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
ー
ト
タ
ワ
ー
（
写･

27
）
へ
向
か
う
。
こ
の
建
物
、
色
々

ま
た
競
い
合
っ
て
い
る
の
だ
が
、
今
度
は
傾
き
の
角
度
で
世
界
一
だ
そ
う
で
あ
る
。
18
度
傾
い
て

い
る
の
だ
が
、
競
い
合
っ
て
い
る
の
は
、
ピ
サ
の
斜
塔
で
あ
り
、
ド
イ
ツ
の
ズ
ー
ル
フ
ー
ゼ
ン
と

い
う
建
物
ら
し
い
。
そ
の
ど
ち
ら
も
が
、
人
為
的
に
傾
い
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
競
っ
て

ど
う
す
る
の
？
と
思
う
が
、
な
ん
で
も
一
番
が
い
い
と
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
。
二
番
じ
ゃ
や
っ

ぱ
り
ダ
メ
な
ん
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
建
物
に
は
ホ
テ
ル
や
オ
フ
ィ
ス
が
は
い
っ
て
お
り
、
ま
た
国

際
展
示
場
が
併
設
さ
れ
て
い
る
。
傾
い
て
い
な
い
側
の
表
皮
が
伸
び
て
い
っ
て
、
展
示
場
の
屋
根

に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
も
ま
た
面
白
い
造
形
を
生
み
出
し
て
い
る
。
見
学
に
向
か
う
最
中
、
道
路

の
円
形
交
差
点
を
横
切
る
団
体
は
、
警
備
員
に
注
意
さ
れ
る
一
幕
が
あ
っ
た
。
そ
う
い
え
ば
、
横

断
歩
道
以
外
を
渡
る
と
罰
金
と
ガ
イ
ド
さ
ん
に
言
わ
れ
て
い
た
。
怒
ら
れ
た
だ
け
で
通
報
さ
れ
ず

に
済
ん
で
本
当
に
良
か
っ
た
。
ニ
ュ
ー
ス
に
な
っ
て
学
校
の
名
前
を
汚
し
か
ね
な
い
。

　

ア
ブ
ダ
ビ
最
後
の
見
学
地
と
な
る
、
シ
ェ
イ
ク
・
ザ
イ
ー
ド
・
グ
ラ
ン
ド
・
モ
ス
ク
（
写･

28
、

29
）
へ
向
か
う
。
世
界
最
大
級
の
規
模
を
誇
る
こ
の
モ
ス
ク
は
礼
拝
時
４
万
人
を
収
容
で
き
、
円

柱
の
本
数
は
１
０
０
０
本
を
越
え
る
途
方
も
な
い
大
き
さ
で
あ
る
。
さ
ら
に
は
、
世
界
一
大
き
い

ス
ワ
ロ
フ
ス
キ
ー
の
シ
ャ
ン
デ
リ
ア
や
、
す
べ
て
手
織
り
の
ペ
ル
シ
ャ
絨
毯
な
ど
、
豪
華
な
装
飾

に
彩
ら
れ
た
建
物
で
も
あ
る
。
シ
ェ
イ
ク
・
ザ
イ
ー
ド
と
は
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
初
代
大
統
領

で
、こ
の
モ
ス
ク
の
建
設
を
指
示
し
た
人
で
あ
る
。本
人
は
こ
の
モ
ス
ク
を
見
る
こ
と
は
な
か
っ

た
が
、
完
成
し
、
最
初
に
執
り
行
わ
れ
た
儀
式
が
、
シ
ェ
イ
ク
・
ザ
イ
ー
ド
氏
の
葬
儀
だ
っ
た

こ
と
は
有
名
な
話
で
あ
る
。
と
に
か
く
目
を
奪
わ
れ
る
建
物
で
は
あ
る
が
、
さ
ら
に
目
を
疑
っ

た
の
が
、
私
の
主
治
医
の
歯
医
者
さ
ん
と
出
会
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
学
会
の
つ
い
で

に
観
光
し
て
い
た
そ
う
で
、い
き
な
り
「
オ
ー
！
」
と
言
っ
て
、話
始
め
た
か
ら
、他
の
ツ
ア
ー

参
加
者
は
ビ
ッ
ク
リ
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　

最
後
の
晩
餐
は
、
再
び
ド
バ
イ
モ
ー
ル
に
戻
り
、
有
名
な
イ
タ
リ
ア
ンBICE-M

ARE

（
ビ
ー

チ
ェ
・
マ
ー
レ
）
で
食
事
と
な
っ
た
。
ブ
ー
ジ
ュ
・
ハ
リ
フ
ァ
の
足
元
に
広
が
る
ド
バ
イ
モ
ー

ル
は
、
中
央
を
大
き
な
人
工
池
を
作
り
そ
の
周
り
に
レ
ス
ト
ラ
ン
が
並
ん
で
い
る
。
中
央
に
人

工
池
で
は
、ド
バ
イ
フ
ァ
ウ
ン
テ
ン
の
噴
水
シ
ョ
ー
が
30
分
に
一
回
行
わ
れ
る
。
横
幅
２
７
５
ｍ
、

高
さ
最
大
１
４
０
ｍ
も
吹
き
上
が
る
噴
水
に
照
明
が
あ
て
ら
れ
、
音
楽
に
合
わ
せ
幻
想
的
な
空

間
が
作
ら
れ
る
。
こ
の
噴
水
シ
ョ
ー
は
ラ
ス
ベ
ガ
ス
の
ベ
ラ
ー
ジ
オ
の
噴
水
を
手
が
け
た
チ
ー

ム
が
お
こ
な
っ
た
も
の
で
、
し
か
も
30
分
ご
と
の
シ
ョ
ー
は
す
べ
て
音
楽
が
違
う
設
定
に
な
っ

て
い
る
。
こ
れ
は
本
当
に
美
し
か
っ
た
。

　

そ
し
て
、
イ
タ
リ
ア
ン
も
ド
バ
イ
で
食
べ
て
い
る
と
は
思
え
な
い
、
本
格
的
な
イ
タ
リ
ア
ン

で
、
こ
ち
ら
も
堪
能
で
き
た
。
ま
た
、
竹
中
工
務
店
の
澤
田
氏
か
ら
、
ワ
イ
ン
の
差
し
入
れ
を

い
た
だ
い
た
。
ト
ス
カ
ー
ナ
、
Ｄ
Ｏ
Ｃ
Ｇ
の
キ
ャ
ン
テ
ィ
を
楽
し
み
、
最
後
の
晩
餐
は
お
開
き

と
な
っ
た
。
ホ
テ
ル
に
到
着
し
た
の
は
23
時
半
。
明
日
の
朝
は
５
時
集
合
と
い
う
こ
と
で
、
急

い
で
帰
国
の
準
備
を
済
ま
せ
就
寝
。

４
日
目
、
頼
ん
で
い
な
い
モ
ー
ニ
ン
グ
コ
ー
ル
が
３
時
50
分
に
鳴
る
。
な
ん
だ
？
間
違
い
か

と
思
い
な
が
ら
、
集
合
よ
り
早
め
に
ロ
ビ
ー
へ
降
り
る
と
、
随
分
前
か
ら
そ
こ
に
い
た
形
跡
の

人
が
、
い
っ
ぱ
い
い
る
。
そ
う
、
全
て
の
部
屋
に
要
求
し
て
い
な
い
モ
ー
ニ
ン
グ
コ
ー
ル
が
か

か
っ
て
い
た
ら
し
い
。（
僕
は
密
か
に
添
乗
員
の
仕
業
だ
と
思
っ
て
い
る
が
）
だ
か
ら
、
起
き

て
し
ま
っ
て
、
ロ
ビ
ー
に
降
り
て
き
て
し
ま
っ
た
人
た
ち
が
大
勢
い
た
わ
け
だ
。
そ
の
お
か
げ

で
ほ
ぼ
遅
れ
る
こ
と
な
く
ホ
テ
ル
を
出
発
。
現
地
ガ
イ
ド
の
ゆ
き
こ
さ
ん
に
「
あ
な
た
は
、
帰

ら
な
い
の
？
」
と
投
げ
か
け
る
参
加
者
。
ゆ
き
こ
さ
ん
は
現
地
在
住
で
す
。
と
い
う
こ
と
で
、

ガ
イ
ド
さ
ん
と
お
別
れ
し
、
夜
遅
く
の
帰
国
と
な
る
の
で
、
ド
バ
イ
空
港
で
の
「
解
団
式
」
を

行
い
、
無
事
帰
路
に
つ
く
こ
と
が
で
き
た
。
　

　

３
泊
５
日
の
弾
丸
ツ
ア
ー
で
あ
っ
た
が
、
大
事
に
至
る
ハ
プ
ニ
ン
グ
も
な
く
、
日
程
を
消
化

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
今
回
の
旅
行
で
も
、
山
岡
事
務
所
の
血
と
汗
と
涙
の
結
晶
で
あ

る
分
厚
い
資
料
集
を
参
考
に
、
と
て
も
有
意
義
な
旅
行
を
経
験
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
旅
行
の

計
画
に
携
わ
っ
て
い
た
だ
い
た
方
々
に
感
謝
申
し
上
げ
て
こ
の
報
告
を
終
わ
り
に
し
ま
す
。

も
う
一
つ
、
行
方
不
明
に
な
っ
て
い
た
食・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

べ
る
と
き
に
必
要
な
も
の
は
、
羽
田
で
見
つ
か
り
、
無
事

本
人
の
元
へ
戻
っ
た
そ
う
だ
。
旅
行
中
、歯
が
な
い
人
が
い
る
な
ん
て
、半
分
忘
れ
て
い
た
の
で
す
が
。

西
山
広
朗     

フ
ラ
ン
ス
・
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
認
定
建
築
家
／ArchitecteD

.E.S.A.

平
成
７
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仏
。
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 Architecte

、
新
居
千
秋
都
市
建
築

設
計
を
経
て
、
平
成
19
年
、
西
山
建
築
デ
ザ
イ
ン
事
務
所
設
立
。

フ
レ
ー
ム
は
、
ち
ょ
う
ど
オ
ー
ル
ド
ド
バ
イ
と
ニ
ュ
ー
ド
バ
イ
の
間
に
立
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
の
街

を
一
望
で
き
る
。
ま
た
、
床
も
一
部
ガ
ラ
ス
で
で
き
て
い
る
。
フ
レ
ー
ム
の
模
様
は
首
飾
り
を

モ
チ
ー
フ
に
し
た
円
環
が
あ
し
ら
わ
れ
て
い
る
。
こ
こ
は
２
０
１
８
年
１
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た

ば
か
り
の
新
名
所
だ
け
に
、
も
の
す
ご
く
混
ん
で
い
て
、
チ
ケ
ッ
ト
窓
口
も
混
ん
で
い
た
。
門

の
中
に
あ
る
ト
イ
レ
だ
け
と
り
あ
え
ず
貸
し
て
も
ら
う
交
渉
を
し
て
、
一
人
ず
つ
な
ら
、
と
い

う
条
件
付
き
で
許
可
が
出
た
の
に
、
そ
の
ま
ま
押
し
切
っ
て
数
人
が
門
の
中
に
。
さ
す
が
先
輩

と
感
心
し
て
し
ま
う
。
チ
ケ
ッ
ト
を
買
っ
て
か
ら
も
長
蛇
の
列
が
全
然
進
ま
な
い
の
で
、
イ
ラ

イ
ラ
し
て
い
る
他
の
観
光
客
も
い
た
の
だ
が
、
如
学
会
チ
ー
ム
は
そ
ん
な
こ
と
で
は
イ
ラ
イ
ラ

し
な
い
。
後
か
ら
き
た
イ
タ
リ
ア
人
の
美
女
軍
団
に
ほ
だ
さ
れ
、
列
の
前
に
入
れ
て
あ
げ
ち
ゃ

う
の
だ
。
こ
れ
も
ま
た
さ
す
が
先
輩
方
。
ド
バ
イ
フ
レ
ー
ム
で
は
夕
日
も
見
る
こ
と
が
で
き
、

見
学
を
終
わ
る
頃
に
は
、
も
う
日
も
落
ち
て
辺
り
は
暗
く
な
っ
て
い
た
。

　

ド
バ
イ
ク
リ
ー
ク
の
旧
市
街
側
に
、
船
上
レ
ス
ト
ラ
ン
（
写･

22
）
が
出
発
を
待
ち
構
え
て

い
る
。
夕
食
は
船
上
バ
イ
キ
ン
グ
で
あ
る
。
古
い
貨
物
船
を
改
造
し
、
レ
ス
ト
ラ
ン
と
し
て
利

用
し
て
い
る
の
だ
が
、
中
で
は
シ
ョ
ー
な
ど
も
あ
り
、
楽
し
め
る
工
夫
盛
り
だ
く
さ
ん
で
あ
る
。

当
然
、
お
酒
と
な
る
の
だ
が
、
み
な
さ
ん
食
前
の
薬
（
血
糖
値
、
血
圧･･･

）
を
飲
ん
で
か
ら

の
、
飲
酒
で
あ
る
。
盛
り
上
が
り
す
ぎ
て
、
ほ
と
ん
ど
夜
景
を
見
て
い
な
い
。
こ
の
船
上
デ
ィ

ナ
ー
、
昨
日
の
ベ
リ
ー
ダ
ン
ス
含
め
、
今
回
の
ド
バ
イ
ツ
ア
ー
は
、
価
格
的
に
も
リ
ー
ズ
ナ
ブ

ル
だ
っ
た
な
と
し
み
じ
み
、
夜
景
を
見
な
が
ら
思
う
の
で
あ
っ
た
。

３
日
目
、
ア
ブ
ダ
ビ
へ
向
か
う
。
こ
の
ツ
ア
ー
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
だ
と
勝
手
に
思
っ
て
い

る
、
ル
ー
ブ
ル
・
ア
ブ
ダ
ビ
を
見
学
に
す
る
日
で
あ
る
。
ド
バ
イ
と
ア
ブ
ダ
ビ
は
車
で
約
２
時

間
弱
道
の
り
。
そ
の
間
の
海
岸
線
に
は
工
場
な
ど
が
多
く
、
特
に
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
の
工
場
と
海

水
淡
水
化
施
設
が
目
に
付
く
。
ド
バ
イ
に
は
、
世
界
で
も
有
数
の
産
出
を
誇
る
ア
ル
ミ
精
錬
工

場
が
あ
り
、
石
油
に
頼
ら
な
い
政
策
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
ド
バ
イ
で
使
わ
れ
る
水
は
こ

の
海
岸
に
あ
る
施
設
で
海
水
を
淡
水
化
し
て
利
用
し
て
い
る
。
飲
料
水
な
ど
に
な
ら
な
い
水
は

積
極
的
に
再
利
用
さ
れ
て
い
る
ら
し
い
。

　

ア
ブ
ダ
ビ
は
、
ド
バ
イ
と
同
じ
７
つ
あ
る
首
長
国
の
一
つ
で
あ
る
が
、
面
積
で
言
え
ば
、
ア

ブ
ダ
ビ
87
％
、
ド
バ
イ
５
％
と
圧
倒
的
に
ア
ブ
ダ
ビ
が
大
き
い
。
さ
ら
に
政
治
は
、
こ
の
ア
ブ

ダ
ビ
が
中
心
と
言
わ
れ
て
い
る
。
ア
ブ
ダ
ビ
に
は
水
の
出
る
ハ
ジ
ャ
ー
ル
山
脈
や
、
世
界
一
高

い
砂
丘
の
モ
リ
ー
ブ
砂
丘
、
世
界
遺
産
の
ア
ル
・
ア
イ
ン
な
ど
が
あ
り
、
国
土
の
広
さ
を
感
じ

さ
せ
る
。

　

最
近
で
は
、
経
済
発
展
の
著
し
い
ド
バ
イ
に
負
け
じ
と
、
様
々
な
開
発
が
進
ん
で
い
る
。

　

最
初
に
訪
れ
た
の
は
、
レ
ジ
ャ
ー
開
発
さ
れ
た
ヤ
ス
マ
リ
ー
ナ
地
域
。
ご
存
知
、
Ｆ
１
Ｇ
Ｐ

最
終
戦
ア
ブ
ダ
ビ
Ｇ
Ｐ
が
行
わ
れ
る
場
所
で
あ
る
。
ヤ
ス
島
に
、
サ
ー
キ
ッ
ト
を
中
心
に
、
ホ

テ
ル（
写･

23
）、シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
、フ
ェ
ラ
ー
リ
ワ
ー
ル
ド
と
い
う
施
設
が
並
ん
で
い
る
。

こ
の
中
の
サ
ー
キ
ッ
ト
を
上
か
ら
見
学
。
爆
音
と
と
も
に
Ｆ
３
ら
し
き
車
が
サ
ー
キ
ッ
ト
を
走

行
中
で
あ
っ
た
。
こ
の
サ
ー
キ
ッ
ト
で
は
お
金
を
出
せ
ば
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
ー
カ
ー
が
運
転
で
き

る
ら
し
い
。素
人
に
運
転
さ
せ
る
な
ん
て
あ
り
え
な
い
。さ
す
が
ア
ブ
ダ
ビ
で
あ
る
。ホ
テ
ル
は
、

矩
形
の
ホ
テ
ル
の
建
物
に
有
機
的
な
ガ
ラ
ス
の
表
皮
が
覆
い
か
ぶ
さ
っ
て
い
る
。
恐
ら
く
は
熱

環
境
を
考
慮
し
た
結
果
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
非
常
に
近
未
来
的
な
造
形
を
し
て
い
る
。

　

お
酒
が
禁
じ
ら
れ
て
い
る
た
め
、
こ
こ
で
優
勝
す
る
と
シ
ャ
ン
パ
ン
フ
ァ
イ
ト
で
は
な
く
、

ス
プ
ラ
イ
ト
フ
ァ
イ
ト
で
お
祝
い
す
る
そ
う
だ
。
そ
う
い
え
ば
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒
が
禁
じ
ら
れ

献
し
た
技
術
者
な
ど
の
紹
介
、
た
く
さ
ん
の
模
型
な
ど
、
飽
き
さ
せ
な
い
工
夫
が
施
さ
れ
て
い
る
。

退
屈
さ
せ
な
い
工
夫
は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
カ
ゴ
内
部
で
も
、
Ｌ
Ｃ
Ｄ
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
な
ど
で
、
現

在
の
位
置
が
表
示
さ
れ
る
よ
う
な
工
夫
が
施
さ
れ
て
い
た
。
展
望
台
か
ら
見
え
る
風
景
は
、
旧
市

街
か
ら
、
新
市
街
、
全
て
を
３
６
０
度
見
渡
せ
、
砂
漠
か
ら
近
代
都
市
が
す
べ
て
ご
っ
た
煮
で
視

覚
に
入
っ
て
く
る
異
様
な
光
景
で
あ
り
、
ド
バ
イ
と
い
う
一
首
長
国
の
街
に
矛
盾
を
含
め
、
手
に

取
る
よ
う
に
わ
か
る
光
景
で
あ
っ
た
。
展
望
台
の
内
装
も
細
部
に
豪
華
な
装
飾
を
あ
し
ら
っ
た
作

り
で
、
こ
こ
が
地
上
か
ら
４
５
２
ｍ
の
場
所
だ
と
は
外
を
見
る
ま
で
、
全
く
感
じ
な
い
作
り
で
感

心
し
て
し
ま
う
。
ド
バ
イ
モ
ー
ル
か
ら
展
望
台
ま
で
の
ス
ト
ー
リ
ー
が
感
じ
ら
れ
る
構
成
で
、
日

本
人
は
デ
ィ
テ
ー
ル
は
す
ご
い
ん
だ
け
ど
、
こ
う
い
う
構
成
力
は
弱
い
な
ー
と
考
え
て
し
ま
っ
た
。

　

ブ
ー
ジ
ュ
・
ハ
リ
フ
ァ
は
数
々
の
世
界
一
の
あ
る
建
物
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
建
物
が
建
設
さ

れ
る
前
、
世
界
一
の
高
さ
だ
っ
た
の
が
、
台
北
１
０
１
で
あ
り
、
と
も
に
如
学
会
旅
行
で
訪
問
し

た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
ブ
ー
ジ
ュ
・
ハ
リ
フ
ァ
を
抜
く
の
が
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
に
建
設
中
の
ジ
ッ

タ
・
タ
ワ
ー
（
１
０
０
８
ｍ
）
で
、
お
そ
ら
く
遅
れ
る
と
は
思
う
が
、
２
０
２
０
年
に
完
成
予
定

で
あ
る
し
、
世
界
一
高
い
展
望
台
は
上
海
の
上
海
中
心
（
５
６
１
ｍ
）
で
あ
る
。
会
長
、
次
ど
っ

ち
に
し
ま
し
ょ
う
か
、と
言
い
た
く
な
る
ぐ
ら
い
、如
学
会
は
高
い
と
こ
ろ
が
好
き
な
よ
う
で
あ
る
。

ち
な
み
に
１
０
０
０
ｍ
越
え
る
と
、「
ハ
イ
パ
ー
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
」
と
呼
ぶ
ら
し
い
。

　

こ
こ
か
ら
は
フ
リ
ー
タ
イ
ム
で
あ
る
。
展
望
台
へ
上
る
前
に
決
め
た
待
ち
合
わ
せ
場
所
を
、
そ

れ
ぞ
れ
が
買
い
物
を
し
な
が
ら
目
指
す
わ
け
だ
が
、
今
回
の
旅
行
は
い
つ
も
の
如
学
会
旅
行
と
は

少
し
違
う
。迷
子
に
な
り
そ
う
な
人
が
、自
分
が
迷
子
に
な
り
そ
う
だ
と
自
覚
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

だ
か
ら
、
添
乗
員
や
現
地
ガ
イ
ド
に
ぴ
っ
た
り
と
く
っ
つ
い
て
い
る
。
ち
ょ
っ
と
安
心
し
な
が
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
が
勧
め
ら
れ
た
買
い
物
を
し
て
ゆ
く
。
中
東
の
ゴ
デ
ィ
バ
と
言
わ
れ
る
パ
ッ
チ
、
ラ
ク

ダ
ミ
ル
ク
の
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
、ラ
ク
ダ
ミ
ル
ク
石
鹸
。そ
ん
な
お
土
産
を
買
い
込
ん
で
、ド
バ
イ
モ
ー

ル
を
あ
と
に
し
た
。
と
に
か
く
大
き
い
ド
バ
イ
モ
ー
ル
で
行
方
不
明
者
を
出
さ
ず
に
ク
リ
ア
し
て
、

昼
食
を
取
る
予
定
で
あ
る
ア
シ
ア
ナ
ホ
テ
ル
へ
向
か
う
。

　

ア
シ
ア
ナ
ホ
テ
ル
は
韓
国
系
の
ホ
テ
ル
で
あ
る
が
、
ブ
ッ
フ
ェ
は
ア
ジ
ア
系
全
般
、
も
ち
ろ
ん

日
本
食
も
揃
え
た
豪
華
な
も
の
で
あ
る
。
も
う
、歯
が
な
い
と
か
、お
粥
し
か
食
べ
ら
れ
な
い
と
か
、

そ
ん
な
こ
と
言
っ
て
い
る
人
が
い
た
の
を
忘
れ
る
ぐ
ら
い
す
ご
い
食
欲
で
せ
っ
せ
と
食
事
を
運
び

食
べ
、
ま
た
運
ぶ
と
い
う
光
景
は
圧
巻
で
あ
る
。
正
直
、
参
加
者
の
中
で
若
手
と
言
わ
れ
る
46
歳

の
私
も
そ
の
食
欲
に
つ
い
て
い
け
な
い
。

　

食
事
を
終
え
た
一
行
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
地
区
に
あ
る
、
オ
ー
パ
ス
タ
ワ
ー
（
写･

17
）
の
外
観
を

見
学
す
る
た
め
、
バ
ス
に
乗
り
込
む
。
オ
ー
パ
ス
タ
ワ
ー
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
タ
ジ
ア
ム
で

何
か
と
話
題
に
な
っ
た
建
築
家
ザ
ハ
・
ハ
デ
ィ
ド
の
作
品
で
あ
る
。
ま
だ
建
設
中
で
あ
る
が
、
ビ

ル
中
央
に
有
機
的
に
え
ぐ
ら
れ
た
穴
が
印
象
的
な
建
物
で
、
よ
く
こ
ん
な
複
雑
な
ガ
ラ
ス
形
状
を

作
る
こ
と
が
で
き
る
と
感
心
し
て
し
ま
う
。
批
判
含
め
、
話
題
性
の
あ
る
建
築
を
世
に
送
り
出
し

て
い
た
建
築
家
だ
と
思
う
。
形
態
を
出
現
さ
せ
る
こ
と
に
意
味
の
あ
る
建
築
家
は
そ
う
多
く
は
な

い
が
、
間
違
い
な
く
そ
の
一
人
だ
っ
た
。
ス
タ
ジ
ア
ム
の
案
は
、
あ
の
ま
ま
ど
こ
か
他
の
国
で
も

い
い
か
ら
作
っ
て
く
れ
れ
ば
と
さ
え
思
う
。
こ
こ
か
ら
、
構
造
フ
レ
ー
ム
が
ほ
ぼ
立
ち
上
が
っ
た

未
来
博
物
館
（
写･

18
、
19
）
の
現
場
を
外
部
か
ら
、
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
で
で
き
た
政
府
の
ガ
イ

ダ
ン
ス
棟
（
写･

20
）
の
外
観
（
幸
運
に
も
、
ち
ょ
こ
っ
と
内
部
も
）
を
見
学
し
た
あ
と
、
ド
バ

イ
フ
レ
ー
ム
（
写･

21
）
に
向
か
う
。

　

ド
バ
イ
フ
レ
ー
ム
は
、「
ド
バ
イ
の
歴
史
と
50
年
先
の
ド
バ
イ
を
つ
な
ぐ
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
掲

げ
た
、
ウ
ォ
ー
ク
ス
ル
ー
型
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
で
あ
る
。
高
さ
１
５
０
ｍ
、
幅
９
３
ｍ
の
金
色
の



1312
Re

po
rt

Re
po

rt

report

長谷川順持（S61 卒／長谷川順持建築デザインオフィス）

スライド懇親会報告
「ドバイ・アブダビ旅の学び」

2 月 15 日、バレンタインで浮かれる男衆の頭を冷やすべく、一気に雪が降り出
した東京。忙しい週末の金曜日、15 時から集合するという懇親会に参加できる
方々は決してカタギの職業ではない。そんな日に、しかも大雪が降りだした！参
加者の行いが天に通じ、雪は会スタート時には上がってくれていた。懇親会の場
所は、昨年私が設計した SHINKA というイベントホールとスカイテラスコミュニ
ティを敷設した建物にて、大型のスクリーンに参加者の持ち寄ったスライドを写
し出し、それを肴に語り飲食を楽しんだ。すこしばかり、会場となった SHINKA
の内覧も行いつつ、夜半まで会は続いた。旅は楽しい。座長の山岡さんはじめ、
諸先輩方との交わりも東京とはまた違い、ハメを外した深い懇親となる。そして、
旅を語り合うのは、また愉しい。如学会の旅は、アクシデントが良き思い出とな
る。今年からの旅も楽しみだ。

ドバイを単なるバブルシティと見ることは浅薄だった。300 ｍを超える超超高層が 20 本に迫ろうとい
う街（ニューヨークは 6 本程度）で、それらがこの 10 年でほぼ完成している。
意外に知られていないが、UAE で原油が採掘されるのはアブダビのみ。採れないからこそ、ドバイは
砂漠に様々な世界一の華を咲かせている。建築は分かりやすいその顕在化のひとつでしかない。アラ
ビアアカシア系の木をドバイでは象徴としているが、砂漠に活き活きと消息している。モスクでの祈
りと過酷な砂漠に生きるガフの木は、ドバイの活力を見えないところで支えているに違いない。

ドバイのどこからでもその存在が確認できるこの建物は、頂上まで 828 ｍ。
スカイツリーの上に都庁を載せたような高さだが、遠景から見るとそれ
は圧倒的で、シルエットも美しい。（写真 1）プランのダイヤグラムは Y
型であり（図 1）、それが螺旋に上昇しながら細くなっていく。風に対し
てクリティカルな高さであることから構造ダイヤグラムとしての有効性
も評価されている。最近知ったことだが、このプランの形は、有名なミー
スのフリードリヒスカイスクレーパー案（図 2）の基本ダイアグラムと
共通性がある。ミース PJ は基準階が頂上まで繰り返されるが、ベースに
は Y 型が敷かれ、採光性に優れたそれをフリー曲線で覆う。幻想的なモ
ンタージュは、どこか砂漠に浮かぶ摩天楼のようでカリファとイメージ
が重なる。

ス
ラ
イ
ド
懇
親
会

旅からいくつかの学び ★ 01 ｜砂漠に咲く華・ドバイの魅力と活力

★ 02 ｜ブルージュ ･ カリファとミース ･ ファン ･ デル ･ ローエの響き合い

シンカスカイテラス シンカホール

左が筆者図 2写真 1

図 1

レストラン内部

ウガンダの首都カンパラに、京都発の日本料理店「や
ま仙／ Yamasen Japanese Restaurant」を中心とし
た商業施設が竣工しました。
カンパラの中心地からは 8km 程離れていますが、
周辺にアメリカ大使館や欧米系 NGO の事務所など
があり、外交官や駐在員をはじめ多種多様な人種が
居住する地区にあります。建物内には日本料理店の
他にウガンダ産のなかなか美味しいコーヒーを出す
カフェや、アフリカの布を使ったクラフトショップ
などがテナントとして入り、特に休日や夜は様々な
人々が利用するスポットとなっています。

このプロジェクトは、アフリカの学生達の寮である
「AU dormitory」をカンパラ郊外のナンサナという

街で常駐監理していた際に出会った人たちと共に、
敷地選びや店のコンセプトつくりから始め、ようや
くオープンを迎えられました。
私がウガンダを初めて訪れてから 15 年以上が経ち
ますが、首都カンパラや郊外の人口増加は著しく、
街の風景も大きく変わってきました。周辺国からの
移民や難民も含めて人口が増えている状況は朝夕の
酷い交通渋滞などからも感じられ、35 年後には世
界の人口の 5 人に 1 人がサブサハラアフリカの住人
になるという国連の統計もうなずける勢いです。カ
ンパラの中心街には人や車、バイクタクシーに溢れ
ており、主要な幹線道路沿いには次々と同じ形式の
大型ショッピングモールが建設されてきているよう
な状況です。

そんな「バブル」を予感させるような騒がしい街の
状況とは少し距離を置いて、少し落ち着いた場所を
つくれないかと考えました。

敷地はビクトリア湖から水を汲み上げて貯水するタ
ンク <TANK> のある丘 <HILL> へ続く道路＜ TANK 
HILL ROAD> 沿いにあります。住宅やスーパーマー
ケットなどが建ち並ぶ中にポツンと空いた大きな土
地は、もともとジャックフルーツなどの大小５本の
木が立っていて、地元の子どもたちがその木々を避
けながらサッカーを楽しむ広場でした。
緩やかな傾斜に見えたその土地は、測量してみると
道路面から最大で 4m の高低差があることがわかり
ました。
この敷地で長年育ってきた木々と、緩やかに見えた
4m の高低差を持つ傾斜をこの土地の特徴であると
捉え、それらを顕在化しながら、ここでしかできな
い体験を楽しむ場を目指しました。
既存の 5 本の木々を避けながら、傾斜に直行した長

方形の平面を配置し、緩やかな斜面を登るように、
人々が階段やスロープを少しずつ登りながら、日本
料理店やカフェへと到達する計画となっています。

ウガンダ北部産の茅を使って葺いた大屋根は、ユー
カリの木を組み合わせたフレームが 3m ごとに 16
本ならぶことで支えています。
ユーカリはオーストラリアが原産の材ですが、成長
が早いためウガンダでも多く植林され、安価な建材
として市場に出回っています。ただ、現地の製材技
術が低いため、材が曲がるなど、扱いにくく ” チープ ”
な材として認識されており、細い枝のような状態で
足場や支保工として使い捨てられるか、人目に触れ
ない状態として使われているのが一般的です。

そこで、木材市場に出回っているユーカリ材を調査
し、丁寧に選り分けを行った上で、家具製作のため
の乾燥窯を持つ工場で含水率をコントロールしまし
た。その上で、複数の材を組み合わせてボルトで締
めることで、それぞれの材がお互いの癖を補い、フ
レーム同士もつながることで大屋根をつくることを
試みました。

クレーンなどの重機を使うとコストが大幅に上がっ
てしまう現地事情もあり、フレームを人力で建ち上
げなければいけないという制約もプロジェクトの大
きなポイントとなりました。
それぞれのフレームのバリエーションを減らし、16
本を同じ方法で建ち上げていくというアイディアも
現地の職人たちが日ごとに学習し、現場で混乱しな
いシンプルな方法を目指したためでした。
もちろん、頭で理解はしていたものの、現場では予
想以上に様々なトラブルや想定外のことに直面しま
した。特に市場に出回っているユーカリ材のサイズ
があまりにも不均一なことや、加工に予想以上に時
間がかかったことには頭を抱えました。結果的に工
期は延びましたが、大工や茅葺職人などとモック
アップを作りながら試行錯誤し、調整を重ねながら
進めていった現場は、彼らの楽観的な考えにも助け
られスリリングで刺激的な時間でした。
赤道直下の強い日射しを茅葺の大屋根が遮り、標高
が高いため爽やかな涼しい風の吹く気候を楽しみな
がら、和食やコーヒーを味わうひと時は格別です。
日本のような豊かな季節はないですが、一年中この
爽やかな風を感じながら、ゆっくりとした時間を過
ごすことができます。まだまだ日本からは物理的に
も心理的にも遠いアフリカですが、お近くにお寄り
の際は、ぜひウガンダまでお越しください。

YAMASEN Japanese Restaurant
アフリカ ･ ウガンダに建築

敷地傾斜と水平ライン

カフェの様子

建物正面 レストラン中庭テラス 施工中の監理の様子 ･ 左が筆者

小林一行 （H18 卒／ TERRAIN architects）設計：

architecture
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東京都市大学「建築100人展／大学展＋浅草展」出展者・特別企画展示・講演会

招待展示／研究室紹介 （敬称略） 企画展示 （卒年順・敬称略）

大森康幹　（S33 卒）　大森建築設計事務所

阿部　寧　（S38 卒）　NPO 建築･街づくり支援センター

中村陽一　（S38 卒）　軍艦島デジタルミュージアム、元・清水建設

相原俊弘　（S40 卒）　SDG

近藤信一　（S41 卒）  ファミリーネットジャパン、元･竹中工務店

白鳥健二　（S41 卒）　アトリエ COSMOS

秋山邦雄　（S42 卒）　歴史環境計画研究所

奥津孝一　（S43 卒）　設計センター

吉田　勝　（S43 卒）　PAO 設計

斎藤　博　（S44 卒）　S･アーバンプランニング

淺石　優　（S45 卒）  元･日本設計、元･本学教授

新居千秋　（S46 卒）　新居千秋都市建築設計、元･本学教授

鈴木　亨　（S46 卒）　鈴木工務店

山岡嘉彌　（S46 卒）　山岡嘉彌デザイン事務所

丹羽譲治　（S48 卒）　デザインサークル

皆川　滋　（S48 卒）　寺町美術館＆ gallery

白岩且久　（S49土木卒）白岩工務所

熱田晴一　（S51 卒）　日建教育奉仕会

石原和男  （S51 卒）　石本建築事務所

酒井孝博　（S51 卒）　日本設計

相越信秀　（S52 卒）　鉄建建設

尺田可規　（S52 卒）　スクエア

高屋利行　（S52 卒）　高屋設計環境デザインルーム

沼田直樹　（S52 卒）　アルクデザイン

舟岡　努　（S52 卒）　舟岡技術士事務所

北野一彦　（S54 卒）　鉄建建設

小林捨象　（S54 卒）　捨象設計ランドスケープ

相馬吉克　（S55 卒）　石本建築事務所

露木博視　（S55 卒）　オフィス露木

時女祐一  （S55 卒）　佐藤工業

相邑美佐江（S56 卒）　ナウミスペース

伊東俊之　（S56 卒）　野生司環境設計

清野修平　（S57 卒）　観光企画設計社

小林秀憲　（S57 卒）　松田平田設計

鈴木賢司　（S57 卒）　石本建築事務所

本多　豊　（S57 卒）　LAN

荒尾拓司　（S57 卒）　飛島建設

瀬下耕司　（S58 卒）　鉄建建設

堀場　弘　（S58 卒）　シーラカンス K&H、本学教授

益子一彦　（S58 卒）　三上建築事務所

池田勝彦　（S59 卒）　イオンアーキテクツ

井手　勤　（S59 卒）　イオンアーキテクツ

大藪元宏　（S59 卒）　大藪元宏建築研究所

芝本敏彦　（S59 卒）　山下設計

白石　誠　（S59 卒）　新居千秋都市建築設計

山極裕史　（S59 卒）　三菱地所設計

吉崎良一　（S59 卒）　新居千秋都市建築設計

上原英雄　（S60 卒）　石本建築事務所

大槻治彦　（S60 卒）　飛島建設

橘　昌夫　（S60 卒）　石本建築事務所

原田　聡　（S60 卒）　山下設計

丸目明寛　（S60 卒）　久米設計

長谷川順持（S61 卒）  長谷川順持建築デザインオフィス

手塚貴晴　(S62 卒）　手塚建築研究所、本学教授

三宅光太郎（S62 卒）　Kajima USA

三宅博子　（S62 卒）　Smith Group

伊藤　彰　（S63 卒）　久米設計

柏木穂波　（H02 卒）　カシワギ･スイ･アソシエイツ

三田知男　（H02 卒）　山下設計

伊藤　宏　（H03 卒）　石本建築事務所

井上　宏　（H03 卒）　久米設計

島田　大　（H03 卒）　旭ビルウォール

大学展

船上パーティの様子

2018.11.03 [ 土 ･ 祝 ] ー 11.04 [ 日 ]（大学）

天野克也　　東京都市大学教授

勝又英明　　東京都市大学教授

手塚貴晴　　東京都市大学教授

福島加津也　東京都市大学教授

堀場弘　　　東京都市大学教授

岩下剛　　　東京都市大学教授

小林茂雄　　東京都市大学教授

近藤靖史　　東京都市大学教授

大村哲矢　　東京都市大学准教授

焦瑜　　　　東京都市大学准教授

西村功　　　東京都市大学教授

大橋好光　　東京都市大学教授

小見康夫　　東京都市大学教授

佐藤幸恵　　東京都市大学准教授

山口勝己　　東京都市大学教授

宿谷昌則　　東京都市大学教授

岡山理香　　東京都市大学准教授（作品展示）

岩﨑堅一　（S37 卒）　岩﨑建築研究室、本学名誉教授

宮本誠記　（S33 卒）　元 ･佐藤工業

中園正樹　（S39 卒）　松田平田設計

淺石　優　（S45 卒）  元･日本設計、元･本学教授

住吉洋二　（S45 卒）　都市企画工房、本学名誉教授

新居千秋　（S46 卒）　新居千秋都市建築設計、元･本学教授

堀場　弘　（S58 卒）　シーラカンスK&H、本学教授

山極裕史　（S59 卒）　三菱地所設計

手塚貴晴　(S62 卒）　手塚建築研究所、本学教授

手塚由比　（H04 卒）　手塚建築研究所

福島加津也（H02 卒）　福島加津也＋富永祥子建築設計事務所

羽鳥達也　（H08 卒）　日建設計

石上純也　（H09 卒）　石上純也建築設計事務所

常設展示 （卒年順・敬称略）

「建築100人展2018  大学展」+「浅草展」盛大に開催2018.12.01 [ 土 ]   ー12.09  [ 日 ]     （浅草）

学生作品 ･ 講評風景 手前は手塚貴晴教授

五島育英会･高橋遠理事長（手前）

貸切大型クルーズ船に 100 名余りが乗船。浅草展会場脇の船着場から出港。飲食、会話、花火を楽しんだ。

主催：東京都市大学建築学科同窓会・如学会
共催：東京都市大学建築学科、東京都市大学同窓会・校友会

原健一郎　（H03 卒）　石本建築事務所

石田有作　（H04 卒）　アーキヴィジョン広谷スタジオ

遠藤克彦　（H04 卒）　遠藤克彦建築研究所

手塚由比　（H04 卒）　手塚建築研究所

鈴木治雄　（H05機械卒）石本建築事務所

広瀬壮平　（H05 卒）　石本建築事務所

有阪貴之　（H06 卒）　石本建築事務所

小栗幹雄　（H06 卒）　ラウンドテーブル

甲斐信広　（H07 卒）　石本建築事務所

西山広朗　（H07 卒）　西山建築デザイン事務所

守谷眞儀  （H07 卒）　松田平田設計

横田　順　（H08 卒）　久米設計

飯塚正規　（H10 卒）　松田平田設計

栗田祥弘　（H10 卒）　栗田祥弘建築都市研究所

三好敏晴　（H10 卒）　造研設計

工藤貴子　（H11 卒）　冨川浩史建築設計事務所

眞田大輔　（H11 卒）　すわ製作所

渋谷　篤　（H11 卒）　日建ハウジングシステム

冨川浩史　（H11 卒）　冨川浩史建築設計事務所

岩﨑　匠　（H12 卒）　竹中工務店

黄川田大介（H12 卒）  松田平田設計

上島麻里乃（H14 卒）　石本建築事務所

植谷英子　（H14 卒）　山岡嘉彌デザイン事務所

鈴木宏亮　（H14 卒）　すずき

富宇加潤  (H14 卒）　石本建築事務所

永山　剛　（H14 卒）　坂倉建築研究所

矢嶋陽介　（H14 卒）　観光企画設計社

野呂　学　（H15 卒）　松田平田設計

十河  彰　（H16 卒）　SOGO 建築設計

十河麻美　（H16 卒）　SOGO 建築設計

川端彩乃　（H18 卒）　入江三宅設計事務所

協賛 ウッディワールド    鉄建建設
小柳（浅草）         小澤紀
石田彌　　　　　　　長沼一雄

辻村典子　（H18 卒）　東畑建築事務所

中田裕一　（H18 卒）　中田製作所

中田理恵  （H18 卒）　中田製作所

浅井百合　（H19 卒）　浅井アーキテクツ

谷田要介  （H19 卒）　山下設計

平田　駿　（H20 卒）　久米設計

松下大志　（H20 卒）　石本建築事務所

田中祐太　（H21 卒）　三上建築事務所

成島　奨　（H21 卒）　PAO 設計

永井沙知　（H23 卒）　三上建築事務所

斎藤勝弥　（H24 卒）　三上建築事務所

志村　隆　（H24 卒）　松田平田設計

杉本　渉　（H24 卒）　三上建築事務所

町山玉魚　（H24 卒）　東畑建築事務所

伊藤達彦　（H25 卒）　大東建託

川又祐介　（H25 卒）　三上建築事務所

佐藤拓朗　（H25 卒）　三上建築事務所

松本悟志　（H25 卒）　三上建築事務所

浪川稜馬　（H25 卒）　安井建築設計事務所

高麗夏実　（H25 卒）　三上建築事務所

平山大悟　（H25 卒）　石本建築事務所

木皿康彦　（H26 卒）　飛島建設

畑　雄人　（H26 卒）　東畑建築事務所

長谷秀人　（H27 卒）　東畑建築事務所

飯島広大　（H28 卒）　久米設計

川島俊哲　（H29 卒）　東京都市大学 堀場研究室

加藤　洲  （H29 卒）　東京都市大学 手塚研究室

山村尚子　（学外）　  すずき

ご多忙中にもかかわらず、精力的にパネル、模型を作成され、

ご出展いただきました各位に敬意を表し、心より感謝申し上げます。

ご協力・ご協賛いただきました各社、各位には
厚く御礼申し上げます。

特別協賛 総合資格

企業出展 佐藤工業　　　　　 三晃金属工業

JR 東日本都市開発   須賀工業

スターツ CAM        大成ユーレック

鉄建建設           ノザワ

フジタ

「長崎と五島列島の教会群」

 写真展：三沢博昭（S42 卒）写真家（故人）

　　　　 （協力：三沢フォトライブラリー）

　　　　 日暮雄一（H05 卒）日暮写真事務所

 講演　：山岡三治（上智大学名誉教授）

　　　　 矢野和之（S44 卒）文化財保存計画協会

 挨拶　：岩波智代子（故・三沢博昭夫人

 三沢フォトライブラリー）

「追悼：三宅敏郎先生」

 野村春紀（S48 卒）元 ･NTT ファシリティーズ

同時出展：

設計･学園祭課題／ 3研究会＋学部 2年生

浅草展･照明 :プロジェクションライティング

　　　　　　　小林茂雄教授＋小林研究室

会場提供 隅田公園リバーサイドギャラリー

浅草展

浅草展では、特別展「長崎と五島列島の教会群」（世界遺産）写真展＋講演会を開催
初日 ･ オープニングパーティクルーズ（大型船貸切）に仕出し、差入れの飲食全てを持込み、手づくりパーティ。
冬の夜空に冴えわたる豪華な花火も堪能。

プロジェクションライティング

パーティクルーズは、今年も嗜好を変え、バージョンアップして実施します。奮ってご参加下さい。

矢野和之氏講演 岩波智代子氏挨拶

特別企画展示・講演会

協力・協賛

（卒年順・敬称略）

（敬称略・順不同）

「長崎と五島列島の教会群」写真展 日暮雄一氏講演

デザイン研究会作品
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■アイデアが形になるって素晴らしいと思います。卒業生の層の

厚さを感じました。（一般・60 代男性）

■全体を通して作品のレベルがとても高く、勉強になりました。

たまたま見学させて頂きましたが、楽しかったです。

（一般・20 代男性）

■娘が受験を考えています。卒業生の活躍が見れて良かったです。

（一般・40 代男性）

■建築学科で学びたいと、より思えました。（高校生・10 代女性）

■大変見応えがありました。本物の建築だけでなく模型もひとつ

の芸術作品のように素晴らしかったです。（一般・50 代女性）

■卒業生の様々な建築物を知ることが出来て非常におもしろかっ

た。（本学他学部学生）

■年々、斬新な設計の建物が増え、これからも無限の可能性があ

り楽しみです。期待しています。（一般・60 代男性）

■第 13 回とはすごいですね。もっと多くのOB・OGに出展して

欲しいところです。（本学OB）

アンケートからみる
感想の数々

「日刊建設通信新聞」2018 年 12 月 05 日

■同期の作品も見れて素晴らしい作品の数々でした。（本学OB）

■どれもみな力作でした。（本学他学部 OB）

■卒業生の様々な建築物を知ることが出来て非常に面白かったで

す。（本学他学部学生）

■卒業生の設計した建築物写真を見て、武蔵工大生は活躍してい

るなと思いました。（本学 OB)

■息子が建築を学んでおりますが、私は全く建築の事がわからず

で、今回先輩方の作品を見ることができ、感謝しております。

（一般・50 代女性）

■例年より地味だった。展示物のタイトルや特記を大きく表示し

てはどうか。（本学 OB）

■オープンキャンパスで見た学生の作品とはまた違った作品を見

ることが出来て良かったです。（高校生）

■ 100 人全部読むことは出来なかったが、わかりやすく楽しめ

ました。（本学学生保護者）

大
学
展

「日刊建設工業新聞」2018 年 12 月 5 日 2019 年度も開催予定のオープニング船上パーティ（貸切）（P14、15 参照）のクルーズ船（定員 300 人）

浅
草
展

搬出

11/2［土］ 11/3［日］

大学展：2019 年 11 月 2 日 [ 土 ] -11 月 3 日 [ 日 ]　会場：建築学科棟（東京都市大学世田谷キャンパス４号館）

11/1［金］ 11/4［月･ 祝］

「建築１００人展 2019〈大学展〉」　10:00~18:00 入場無料搬入・設営日 搬出・撤収日

■募集内容参考例
ジャンルの特定は致しません。
多分野からのご出展を受け付けております。

・意匠（建築設計 / インテリア）
・構造
・施工 / 工法（施工や管理における提案など）
・建築材料（開発や研究を含む）
・環境 / 設備（空調計画や照明計画など）
・ランドスケープデザイン
・家具 / プロダクトデザイン
・写真 / グラフィックデザイン
・アート
・ワークショップ活動記録
・メディア記録（雑誌の編集発行 /WEB による情報発信）

■「100 人展」出展は建築界、企業、大学等への「登龍門」となっています。
　   企業に所属されている若い方々の出展を歓迎します。

■ご自身での出展準備・搬入・搬出が困難な方はお手伝い致しますのでご相談ください。
会 期： 2019 年 11 月 2 日［土］－ 3 日［日］　（搬入：11 月 1 日／搬出 11 月 4 日 )
会 場： 東京都市大学世田谷キャンパス 4 号館・建築学科棟 1 階グランドギャラリー（製図室）
郵送・搬入先： 〒 158-8557　東京都世田谷区玉堤 1-28-1
 東京都市大学建築学科　担当　鈴木浩宛（郵送の場合は、11 月 1 日午前必着）
出 展 料： ７，０００円（如学会会費未納者は会費＋出展料＝１０，０００円）（予定）
振 込 先： みずほ銀行　自由が丘支店　普通口座：１７７９８７５
 口座名：ジョガクカイ「如学会」

■出展希望・問い合わせ連絡先

卒業生１００人の社会における活動を紹介します。

如学会主催、建築学科・校友会共催「建築100人展  2019･大学展＋浅草展」出展者募集

各自で搬入又は郵送
詳細は今後のホームページ、メール
マガジン「如学会 NEWS2019 秋号」
にてお知らせします。

出展作品は委員の手により搬
送、保管の上「浅草展」会場に
移動

ＴＣＵ祭

「建築１００人展 2019〈巡回展〉」　10:00~18:00 入場無料

搬出車両に荷積みし、倉庫に保管
後日、大学にて郵送作業

浅草展：2019 年 12 月 7 日 [ 土 ] -12 月 15 日 [ 日 ]　会場：隅田公園リバーサイドギャラリー（予定）

オープニング  
  パーティ

12/6［金］ 12/7［土］ 12/8［日］ 12/9［月］12/10［火］12/11［水］12/12［木］12/13［金］12/14［土］12/15［日］12/16［月］

■ふらりと立ち寄ったギャラリーで、こんなに素晴らしいものを

見られて感激です。（一般・40 代男性）

■卒業生の作品がこれだけ一堂に揃って展示されているのが素晴

らしいと思いました。（一般・60 代男性）

■定期的な開催で頭が下がる思いです。これからも継続して頂き

たく思います。（一般・60 代男性）

■ベテランの方も若い方も大きな成果を上げられていることに感

動しました。建築家という仕事も夢があって素晴らしいと思いま

した。（本学他学部 OB）

■特別企画で写真展と講演会も開催され、とて素晴らしく充実し

たものでした。（一般・50 代女性）

■毎年、卒業生のクリエイティブな活動を拝見する機会をありが

たく思います。（一般・40 代女性）

■卒業生の方々の熱と「100 人展」運営の愛情を強く感じました。

（一般・50 代男性）

■建築展を初めて拝見しましたが、とてもエネルギーを頂きまし

た。（一般・50 代女性）

アンケートからみる
感想の数々

■大学時代にお世話になった方々が大変活躍されていて誇らしく

思いました。（本学 OB）

■見学の入りが悪いようなので広報の仕方を再考した方が良いの

ではないか。もったいないです。（本学 OB）

■建築に関しての様々な活動を見ることが出来て良かったです。

模型などとても参考になりました。（他大学生・20 代男性）

■建築に興味を持ちました。（一般・60 代男性）

■初めて伺いましたが見応えがありました。自分が関わった仕事

もあり、卒業生の方が手掛けたと知り感動しました。（本学 OB)

■毎年興味深く拝見しております。弊社が携わった案件の展示も

数点あり、今後も皆様に価値ある商品の提供に努めていきたいと

思います。（協賛会社）

■設計が多分野の観点から行われ、難しい所も多いものの新しい

デザインが生み出されている様が見れて良かったです。

固定概念をなくして、柔軟に取り組んでいる様子を伺えました。

（他大学学生）

搬入・設営日

建築１００人展実行委員長　丹羽譲治
E-MAIL:  100ninten2019@jogakkai.jp
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木造といえば広瀬鎌二と父が言うので、躊躇

することもなく進んだ道でした。

　研究室で行ったゼミ旅行、初めて本格的に古建

築に触れて、こういうものもおもしろいと思った

ものでした。しかし、父の反対にあって断念、卒

業後は、住宅や店舗などをメインに設計施工で請

け負う家業に従事することになりました。

　もともと住宅は好きだったので、それはそれで

面白く、いつかこんな仕事をしてみたいと思った、

学生時代にご近所だったその住宅は、吉田五十八

先生の設計になるものだったとは随分後になって

知りました。

　結婚後は、夫の親が経営する建設会社に移り、

子育てをしながら、夜中に図面を書いては、リ

フォームなどの小さな工事に携わり、日々を送っ

ておりましたが、ある時民家を守る NPO 団体を

立ち上げるお誘いを受けました。

　早速参加しましたが、それは現在の特定非営利

活動法人（認定 NPO）日本民家再生協会です。

　その活動が認められ、次には郡山市文化財保護

審議委員をお引き受けすることになり、10 年勤め

ました。建築だけでなく他の分野の専門家の方々

との審議の中で、私が何も困ることなく勤め上げ

ることができたのは、広瀬先生のご指導のおかげ

と大いに感謝したのはこの時でした。

　そして、2011 年 3 月に東日本大震災が起こり

ました。郡山市は震度 6 弱でした。その時私は、

会社のショールームにいました。お客様が誰もい

らっしゃらなかったのが幸いで、直ちに被害状況

を画像で記録し、被害を確認したら、女性スタッ

フは帰宅、しばらくは自宅待機となりました。街

は大きな被害を受け、なお断続的に揺れ続けました。

　私の方は、翌日には、国の重要文化財である「旧

福島県尋常中学校本館」から連絡があり、早速現

場に向かいました。文化財ですから、修復に向け

ての手続きや、注意点など、管理スタッフの方と

確認したり、教育委員会に出向いて説明したり、

応急処置等すべきことはたくさんありました。会

社の方には、それぞれのお客様の住宅、店舗、工

場など、電話不通ながらもいっぺんに連絡がきま

した。さらに、県の重要文化財「開成館」の修復

工事も、声をかけていただきました。

　私が担当させていただいたいくつかの古民家の

お客様のところは、ほとんど被害はなく、皆さん

もご無事でホッとしました。

　やがて、神戸の震災後に始まったヘリテージマ

ネージャー育成講座が福島県でも始まりました。

私も、講師を務めながら、一期生としても受講を

しました。

　気がつけば、若い頃に漠然と憧れた古建築に近

いところに関わって仕事をしておりました。嬉し

くもあり、またありがたくもありと感じています。

　昨年から新しい事務所に移りました。仕事内容

は今までとあまり変わらないのですが、ライフス

タイルを重視するという視点から、企画設計施工

と一環で色々なご提案をさせていただく方向に向

かおうと思っています。　

（ラボット・プランナー）

MUNAKATA Chikae
1981　武蔵工業大学建築学科卒業
             （広瀬研究室）
1981　山中工務店　
1983　八光建設
2018　ラボット・プランナー

(S56 卒）
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H 邸 国登録有形文化財「柏原家住宅土蔵」改修
（現在カフェとして営業中）

県重要文化財「開成館」修復国重要文化財「旧福島県尋常中学校本館」修復

MIYAKE  Hiroko（旧姓：冨永）
1987 年　武蔵工業大学建築学科卒業
　　　  　（大須賀研究室）
1990 年　東京芸術大学建築学部大学院修了　　
                   （藤木研究室）
1990 年　丹下健三都市建築研究所入社
1994 年　渡米　ロスアンジェルスの事務所勤務
1998 年　SMITHGROUP サンフランシスコ支社
                   サイエンス＆テクノロジースタジオ所属　
                   プリンシパルデザイナー

小学生の頃、岐阜の白川郷民家の機能的なデ
ザインと村全体としての美しさに感動して

建築を志し、大学院卒業後は、丹下健三都市建築
研究所のアーバンデザインチームに所属。イタリ
ア、フランスの都市計画、日本の美術館やホテル
など様々なデザインをする機会を得て、約 5 年程
丹下先生の下で、建築家としてのデザイン哲学を
学び、　「デザインに上下関係はなく、若いデザイ
ナーのアイデアに熱心に耳を傾け常に新しい何か
を追及しつつも、突飛なものでなく、オーソドッ
クスで勝負しなさい」という言葉など、その後の
私の設計活動の礎を得ました。
同期生の主人の転勤で渡米し、現在大手設計事務
所 Smith Group のサンフランシスコ支社の研究施
設スタジオのデザインリーダーとして 20 年目と
なります。
日本にいる時は自分の文化のアイデンティティー
など、考えることもなかったですが、人種のるつ
ぼのアメリカにいると、それぞれの文化習慣を大
事に守り尊重し共生していく土壌があり、自分の
デザインのルーツやなぜこんな風に考えるんだろ
うというシンプルな疑問を自分に問いかける機会
が多くなり、日本の文化、美意識など、日本人と
しての誇りを意識するようになりました。
日米の仕事環境は共にデザインに特化し、デザイ
ンは言葉を超えていくもので幸いでした。またラ

イフバランスを大事にするので、家庭と仕事の両
立環境が整っていて、アメリカでは重要ポストに
多くの女性がついています。
私の設計作品は多岐にわたり、カリフォルニア州
の裁判所、アラスカ大学のバイオサイエンス施設、
ゲノム研究最高峰の国立研究所、大学のステム教
育施設、退役軍人の為のトラウマリハビリセン
ターのフラッグシップ、四百床の退役軍人用の特
養介護施設など、全米と州レベルのアメリカ建築
協会のデザイン賞を幾つも戴き、最近では、サス
テナブルだけでなく、ウェルネスを評価した建築
を賞する傾向があり、私の作品もそのケーススタ
ディーとして発表されています。デザインで大事
なビジョンとコンセプトの設定に一番苦労すると
ころですが、そのアイディアをいかに統一された
形でデザインしきれるかが、作品としての質の違
いだと思います。
エクステリア、インテリア、ファーニチャーまた
ランドスケープに至るまで、ストーリーのあるデ
ザインを目指し、オーケストラの指揮者のように
多くの専門家を束ねて、デザインをまとめていま
す。これからもデザイン力を磨いて、いつかまた
日本でも仕事ができるのを楽しみにそれまで米国
で頑張っていきたいと思います。

（SMITH GROUP）

(S62 卒）
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専門部門と連係しながら修繕工事の設計監理、オ
フィス移転、物件売却なども経験しました。右も
左も分からない状態から目の前の課題を一つ一つ
クリアしていくうちにあっという間に 3 年が過ぎ、
2011 年に静岡支店へ転勤となりました。これま
で経験した業務に加え、今まで専門部門に協力を
仰いでいた修繕工事やオフィス移転なども主体業
務となりました。オフィス移転の仕事はプランニ
ング、予算策定、工事・移転計画、現場管理、原
状回復工事などのメイン業務からオフィス清掃や
消防計画の届出代行などのビル管理業務まで一括
して対応します。オフィス移転は組織変更や賃料
を抑えたいなど会社の方針で決まりますが、実際
に移転する従業員の方は納得されていないように
見受けられ、板挟みになる局面があり苦労しまし
た。しかしながら、全体を把握し各方面と調整し

ハンドリングしていく部分にやりがいを感じまし
た。私生活面では静岡で初めての一人暮らしとな
りましたが、職場の方が何かと気にかけてくださ
り、公私共に充実した時間を過ごす事ができまし
た。その後東京に戻り、大規模ビルの管理事務所
に常駐し、常駐ビルのＦＭ業務や館内運用に携わ
ることになりました。
2016 年に出産し、育休取得後に復帰し、現在は第
二子の育休中です。学生時代には子育てしながら
働くことなど想像もしていませんでしたが、幸い
会社グループ全体では子育てしながら働く女性が
多く励みになっています。
この 4 月から再び職場に復帰しますが、子育てし
ながらも会社に貢献できるように頑張りたいと思
います。　　       

 （東京海上日動ファシリティーズ）

大学の講義を通じ “ ファシリティマネジメン
ト ” に興味を持った為、就職活動ではメー

カーや不動産の他に建物の維持管理を主体業務と
しているビルメン業界も視野に入れました。選考
を通し事業内容はもちろんですが企業風土なども
気に入り東京海上日動ファシリティーズに入社を
決めました。
最初の配属先は東京、千葉、神奈川エリアにある
グループ会社所有物件のファシリティマネジメン
ト業務 ( 以下、ＦＭ業務とする ) に従事しました。
ＦＭ業務は多岐にわたり、ビルメンテナンス、入
居テナントや施設利用者への窓口業務、設備等の
トラブル対応、協力会社のマネジメントなどの日
常業務、これらを踏まえた上でのオーナー視点に
立った管理運営計画や中長期修繕計画の提案、各
種関連法令に係る届出などを行います。また、各

SAWAGUCHI  Kaori（旧姓：坂本）
2008 年　武蔵工業大学建築学科卒業 ( 勝又研究室 )　
2008 年　東京海上日動ファシリティーズ　入社
                   首都圏営業第２部（東京）　配属
2011 年　静岡支店　配属
2013 年　センター営業部（東京）　配属

(H20 卒）澤口香織

■ fi le-92　ファシリティマネジメントの仕事　
　　　　　 ～快適な環境を提供するために～

Solano Biotechnology+Science Bldg

女流ファイルー Part19
社会の多方面で活躍する女性卒業生を
順次ご紹介しています。
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　「如学会」という名称の誕生した経緯が判っ
た。如学会誌第１巻第１号（昭和 11 年／ 1936
年 7 月全 68 頁 ･ 写真 1）発行の内容は、寄稿文、
論説、消息、報告、会則、編輯後記から成って
いる。そこで蔵田周忠教授（如学会第四代会長）
の名はすでに登場し、会の牽引役として活動さ
れている。編輯兼発行人は如学会会長佐々木孝
之助氏で 1 号から 3 号が発行された。2 号昭和
13 年 2 月（全 82 頁）、3 号 13 年 9 月（全 28 頁）、
4 号 15 年 6 月（全 34 頁）、5 号 16 年（全 36 頁、
月日不明）は、編輯兼発行人蔵田周忠の名が明
記されている。
　その後、1963 年 12 月に再刊創刊号（B5 判 ･
写真 2）が発行された。実はそのなかで蔵田先
生が巻頭の辞に『建築科如学会について思うこ
とあれこれ』を記していた。そこに小生が気に
なっていた「如学会」発祥の由来が記されてい
た。誤解を招かないため少し長くなるがその記
事を原文のまま紹介したい。

　“ 如学会という名の出典は孔子様の「論語」
から出ている。明治、大正時代の先輩の最も尊
敬し愛読された中国の古典の中で、古代中国の
聖人孔子様は今もなお人々に愛誦される立派な
多くの語句をのこされた。その語録の一つが「論
語」として今日もなお語りつがれていることは
誰も知る通りである。
　明治、大正頃は何かまとまった言葉となると、
この「論語」がもち出されて、その中の聖句「子曰」

（し のたまわく･･･）とはじまって一句をなす形が、
しばしば使われた。われわれの前身武蔵高工の
創立当時 ･･･ 昭和の 4 年であった ･･･ 当時みん
な新生の意気で緊張していた。先生も学生も一
団となって、親しい一団を形成していた。苦労
を分ちあい、笑うもしゃべるも一致して行動し
ていた。
　電・建・土と三科の高等工科学校という各種
学校であったので、各クラスはおのおのクラブ
会を造った。今日言う学生会なのであるが、学
生のクラス会であって時々鯛焼とかせんべいな
どを買ってきて、講義をきくのと同じ机の上で
茶話会が始まった。話の内容は主としてその
時々の事柄が多く、どこそこでこんなことが
あったから、我々もぼんやりしていてはいけな
い、というように互いに励ましあい、考え方を
討論しあうというようなことも多かった。耳の
早い、注意深い者はいろいろな情報を聞いてき

て皆に伝えていた。室の掃除など誰が言うとも
なくひとりでに行動が一致した。その頃の建築
史の先生はづっと上野の東京美術学校（今日の
東京芸術大学）におられた工学博士大沢三之助
先生であった。･･･ 今思出してみても、大沢先
生は私共が最も尊敬する教授のお一人で、頭髪
はかなり白くなっていられたように思うが、割
腹の義をされた印象が忘れられない。
　講義中黒板に、詳細図を描いてみせつつ、丁
寧に説明して下さったので有るが、実に常にプ
ロポーションが正確で丁寧であった。講義がす
んでから消すのがおしくてもったいないと思う
ことも度々で有った。その温厚な大沢三之助先
生を先輩連は集まりの中心にして、わざわざ先
生にお願いしてクラス会の会長になっていただ
き、ここで如学会と銘名していただいたので
あった。如学会はだから元来クラスの親睦の会
で有り、お互いの自己を磨く研さんの会であっ
たので有る。
　如学会となったわけは、大沢先生が、つけ
られたのであるが意味は前記の様に、論語の
中に ･･･ ある時孔子様が寝ても起きても、又食
事をしても、恐らく今の人の言、「人生如何に
生くべきか？」を考えつづけておられた処、結
局、私は学ぶことだ。「学ぶに如かざるなり」
と悟ったんだと、いわれた。だから学生たるも
の、すべからく常に怠ることなく「学ぶにしか
ず」と大沢先生が如学会の先輩に教えられたの
だというわけである。”　（以上原文のとおり）

　さらに、蔵田先生の解説は続くが、一応、如
学会の生れた事情が分ったのでこの辺で引用は
終わらせたい。最後に蔵田先生の締めくくりの
言葉を付言しておこう。
“ 如学会は、大沢先生にその名をつけていただ
いた頃の、純真な青年の集まりとして、いつま
でも、先輩の学生の、言わばたての連絡を強め、
伝説を守って、お互いに語り合い、励ましあっ
て「学ぶに如 ( し ) かじ」の魂を育ててゆきた
いものである。”
　1963 年には当時会長の横山貞夫氏が会報に
期待したのは、教授陣と学生、卒業生との大い
なる交流の機関としての発展であった。その点
からすると、これまでの如学会は卒業生に比重
が傾いていたようだが、近年、学生との交流も
かなり高まっている様子が見えている。

「如学会」の由来
ー 如学会の成り立ちと名称の命名者を発見 ー

阿部　寧 （S38 卒／ NPO 法人 建築・街づくり支援センター）

report

創刊号（1936 年 ･ 写真 1）

再刊創刊号（1963 年 ･ 写真 2）

　昨年 12 月 25 日、松田平田設計の最高顧問・前代表取締役
社長の中園正樹氏（S39 卒）が鬼籍に入った。享年 76 歳。「と
にかく格好いい先輩だった」と新居千秋氏（S46 卒）が振り
返るように、建築にとどまらずファッションなどに対しても
美意識が高く、存在感やキャラクターが際だつ不世出の建築
家だった。
　1942 年兵庫県生まれ。1964 年に本学工学部建築学科を卒業
し、松田平田設計事務所（現・松田平田設計）に入社した。取
締役建築設計部長、常務取締役を経て、1995 年に代表取締役
社長に就任。身の丈に合った経営を貫き通し、社会の変化に対
応できる組織づくりに心血を注いだ。2018 年 12 月 6 日付で
最高顧問に就き、後進に将来を託した。
　松田軍平、平田重雄両氏の顔を見た最後の世代として、「建
築に対する理念と情熱、職能倫理を常に堅持し誠実・公正な設
計を行う」という創業者の精神であり原点を自ら実践。提案力
と設計力を発揮し、横浜国際総合競技場（写真 1）や東京国際
空港（羽田）第 2 旅客ターミナルビル（写真 2）など秀作を残
した。日本建築学会賞や建築業協会賞（BCS 賞）など多くの賞
も受けた。
　2 月 26 日。東京・南青山の東京都青山葬儀所で「お別れの会」
がしめやかに執り行われた。本学同窓生をはじめ建築界などか
ら約 1,100 人が参列。遺影に献花し、別れを惜しんだ。
　会場には、設計を手掛けた建築物の写真などが飾られたほか、
愛用したスポーツカー・フェラーリも置かれた。参列者はそれ
らを見ながら故人を偲んだ。

【時代の流れを読む建築家】
　〈優良な社会資産を「美しい」というもので包みたい〉〈人に
も環境にも「優しい」建築をつくりたい〉。昨年 12 月 25 日に
亡くなった建築家の中園正樹氏（松田平田設計最高顧問・前社
長）の言葉である▼若いころに手掛けた玉川高島屋をはじめ、
横浜国際総合競技場や東京国際空港（羽田）第 2 旅客ターミ
ナルビルなど多くの秀作を設計。建築に対する理念と情熱、独

特の語り口で多くの人を魅了した▼中園氏を語る時こうした建
築家としての業績に目がいきがちだが、堅実なかじ取りをする
経営者でもあった。社長就任はバブル崩壊後の 1995 年 9 月。
先が見えず、景気が後退する激動の時代を身の丈に合った経営
に徹し、昨年 12 月 6 日付で最高顧問に就くまでの約四半世紀、
組織設計事務所の安定経営に心を砕き続けた▼環境が変化する
中、現状を維持することは極めて難しい。毎年お願いしていた
インタビューの際、「松田平田設計はいつもと変わらない 1 年
だったよ」と笑顔で語る姿がまぶたの裏に焼き付いている▼優
れた提案力や設計力だけでなく、時代の流れを的確に読む力に
秀でた建築家であり経営者だった。今も「明日からさらにいい
建築をつくろう」と、空から後進に厳しくも温かいまなざしを
向けているはずだ。合掌。

追悼　　中園正樹氏
松田平田設計　最高顧問
　　　　　　　前 ･ 代表取締役社長

山口裕照（H10 卒／日刊建設工業新聞社）

【代表作品】

▽ 1967 年　大正海上火災玉川学園研修所およびクラブハウス

▽ 1978 年　安田生命目白事務センター：建築業協会賞（BCS 賞）

▽ 1999 年　横浜国際総合競技場：日本建築学会賞・業績部門、

                         建築業協会賞（BCS 賞）　他

▽ 2004 年　サンポート高松シンボルタワー：公共建築賞優秀賞、

                         高松市都市景観賞　他

▽ 2004 年　東京国際空港（羽田）第２旅客ターミナルビル：

                         グッドデザイン賞　他

▽ 2005 年　銀座三井ビルディング：日本建築家協会優秀建築 200 選　

▽ 2005 年　TJK 箱根の森：神奈川県建築コンクール優秀賞、

                        日本建築家協会優秀建築 200 選

▽ 2007 年　東京競馬場：建築業協会賞（BCS 賞）

▽ 2007 年　日本銀行那覇支店

▽ 2010 年　仙台トラストタワー：仙台街中グッドデザイン展

                        デザインウィーク大賞

▽ 2013 年　日本銀行釧路支店

▽ 2014 年　四万十町本庁舎：日経ニューオフィス推進賞

                         四国経済産業局長賞、ＪＩＡ環境建築賞

▽ 2018 年　モノレール旭橋駅周辺地区第一種市街地再開発事業

                        （カフーナ旭橋）

横浜国際総合競技場（写真 1） 東京国際空港（羽田）第 2 旅客ターミナル（写真 2）
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2018 年度　卒業論文・修士論文　標題一覧

表彰 蔵田賞・如学会賞及び各賞

■蔵田奨学基金賞
　木村　晟洋（手塚研究室）

■如学会賞
　三堀　敦也（勝又研究室）

■卒業設計優秀賞
2019 年 2 月 8 日・13 日に卒業設計講評会が行われました。8 日は学内
講評として計画・意匠系の専任教員および学部設計演習の講師陣を審査
員に、13 日は学外講評として千葉学氏（東京大学教授）、原田雄次氏（横
浜国立大学助教）を審査員にお迎えし、審査の結果、下記の通りに個人
賞が表彰されました。また、下記６名が卒業設計優秀賞として建築学科
教室から表彰されました。

・卒業設計優秀賞
工藤　浩平 （手塚研究室） 髙橋　里菜 （堀場研究室）
長幡　遥佳 （堀場研究室） 西宮　航平 （福島研究室）
藤塚　雅大 （福島研究室） 李　　紫菱 （福島研究室）

・個人賞　※当日会場にて表彰
木村　晟洋 （手塚研究室） 原田雄次賞　伊藤　暁賞　能作淳平賞
  柏木穂波賞　松井　亮賞　小栗幹雄賞
  佐々木健賞
工藤　浩平 （手塚研究室） 新居千秋賞　羽鳥達也賞　石井立樹賞
李　紫菱 （福島研究室） 伊藤博之賞　杉本拓海賞
藤塚　雅大 （福島研究室） 千葉　学賞
  
■卒業論文優秀賞
2019 年 2 月 9 日に卒業論文発表会が行われ、建築学科教室から下記の
11 名が卒業論文優秀賞として表彰されました。

石川　勝登 （天野研究室） 森田　逸斗 （山口研究室）
片岡　修平 （岩下研究室） 淵田　春奈 （小林研究室）
福岡　悠斗 （近藤研究室） 澤　　侑弥 （大村研究室）
北村　莉菜 （焦研究室） 阿部雄司郎 （西村研究室）
田中　　肇 （大橋研究室） 首藤　啓志 （小見研究室）
石関　佑哉 （佐藤研究室）

■修士設計優秀賞
2019 年 2 月 13 日に修士設計講評会が行われました。学外審査員に千葉
学氏（東京大学教授）、原田雄次氏（横浜国立大学助教）新居千秋氏（東
京都市大学客員教授）をお迎えし、審査の結果、以下の通りに審査員か
ら個人賞が表彰されました。また、建築学科教室から以下の１名が修士
設計優秀賞として表彰されました。

・修士設計優秀賞
石井　奨人 （福島研究室） 岡田希久枝 （手塚研究室）
加藤　　洲 （手塚研究室）

・個人賞
加藤　　洲 （手塚研究室）　千葉　学賞　原田雄次賞
岡田希久枝 （手塚研究室）　新居千秋賞

■修士論文優秀賞
2019 年 2 月 12 日に修士論文発表会が行われ、建築学科教室から下記の
３名が修士論文優秀賞として表彰されました。

城所友莉奈 （勝又研究室） 梶ヶ谷恭輔 （岩下研究室）
小林　正純 （大村研究室）

　如学会では、建築学科卒業研究の顕彰として「蔵田賞」（卒業設計最
優秀賞）と「如学会賞」（卒業論文最優秀賞）を授与しています。
　建築学科教室の協議の結果、2018 年度「蔵田賞」に木村晟洋君（手
塚研究室）、「如学会賞」に三堀敦也君（勝又研究室）が選出され、
2019 年 3 月 19 日の学位授与式にて山岡嘉彌会長から記念品が贈呈さ
れました。

卒業論文

天野研究室（計画系）
石川　勝登	 我孫子ビレジにおける若年層の入居促進に関する研究
川瀬まり子	 大田区の空き家活用事業における転用活用の実態と課題
関根　崚	 郊外団地型マンションにおける空き住戸の実態調査に関
	 する研究
田中　諒	 我孫子ビレジにおける親族による居住継承に関する研究
辻井　慧史	 我孫子ビレジにおける管理組合集会室の利用実態に関す
	 る研究
成井　愛理	 郊外団地型マンションの空き住戸発生要因に関する研究
	 - 我孫子ビレジを対象として -
宮崎　秀哉	 我孫子ビレジにおける近隣センター・コミュニティホー
	 ルの利用実態に関する研究
森　慎之介	 高島平団地サ高住棟居住者の日常生活実態に関する研究

勝又研究室（計画系）
阿佐南帆子	 公立文化ホールにおける改修実態に関する研究
	 - ヒアリング調査による公立文化ホールを長期使用するた
	 めの方策機構に関する研究 -	
江元　純平	 認知症高齢者グループホームにおける壁面掲示物の掲示
	 傾向と壁面選択に関する研究
小沼　真人	 個室を持つ従来型特別養護老人ホームでの共用部の使わ	
	 れ方に関する研究
辻　采奈	 全国社殿の構成と維持保全の実態に関する研究
	 - 東北地方・関東地方・中部地方を対象として -
永井　響子	 平床利用が可能な移動観覧席を持たないホールの実態	
	 調査　	- 公立文化ホールを長期使用するための方策構築	
	 に関する研究 -
三堀　敦也	 寺院本堂の維持保全と持続可能性に関する研究
	 -	国指定文化財を除く全国の寺院本堂を対象として -	
矢崎　雄大	 特別養護老人ホームにおける個室に関する研究	
渡邊　誠也	 歴史的建造物の維持保全と持続可能性に関する研究
	 -	重要伝統的建造物群保存地区を対象として -	

山口研究室（計画系）
奥崎晋之介	 政令指定都市における公立小学校のオープン型教室の整	
	 備状況とその変遷に関する研究
笹原　優也	 国公立中学校における教科教室制の実施状況と校舎の利	
	 用実態・評価に関する研究
島田　南美	 雑誌掲載事例からみた小学校における多目的スペースの	
	 空間構成及びその変化に関する研究
	 - 多目的スペース導入から現在まで -
森田　逸斗	 秋田県の公立小・中学校におけるスクールバス等の通学	
	 環境と課題に関する研究

岩下研究室（環境系）	
片岡　修平	 小中学校の冷房導入と熱中症リスクの関係性に関する
	 研究
古宮　和希	 加算作業の難易度と二酸化炭素呼出量に関する研究
清水　岬	 喫煙由来の粒径別微粒子がオフィス空気環境に与える影	
	 響に関する実測研究
須藤　怜	 図形認知作業負荷が人体の二酸化炭素呼出量に与える影	
	 響に関する研究
辻本　裕也	 教室内空気質指標 ICONE の有効性に関する基礎的研究
冨田　喬	 オフィス空間における粉塵相空気質及び外気由来の室内	
	 への影響に関する実測研究
堀越　光貴	 騒音による二位加算作業と人体の CO2 呼出量に関する
	 研究
山田　沙綾	 記憶課題の精神作業負荷の違いによる二酸化炭素呼出量	
	 の測定に関する研究

小林研究室（環境系）	
佐田尾健司	 照明配置による歩行者の視線誘導に関する試行実験
吉田　有里	 山形県金山町における住宅への照明を主体とした夜間景	
	 観形成
遠藤　駿太	 山形県金山町の長期的な照明設置を見据えた景観と
	 観光と住民協同の推進
尾形　嘉子	 暗渠化された川と街の移り変わりを表す桜ライトアップ
木村瀬里那	 気まずさが生じる空間の特徴と緩和方法の検討
近藤奈々美	 視覚と内容物の情報を制限した暗闇での飲料の味覚の
	 現れ方
平塚　知世	 顔見知りの異性への接近しやすさに関する研究
淵田　春奈	 高品質マンション共用部における超低色温度照明への
	 改修
前田　悠花	 暗渠化された川と街の移り変わりを表す桜ライトアップ

近藤研究室（環境系）	
草間　康友	 Iot を利用した単身世帯の就寝時の快適性と省エネ性能向	
	 上に関する検討
福岡　悠斗	 高温発熱機器からの放射熱量の簡易測定法と現場測定法	
	 に関する研究
鈴木　睦大	 自然通風と放射冷房のハイブリット涼房に関するCFD解析
髙橋　祐貴	 非密集市街地と密集市街地の屋内駐車場内の自然換気性	
	 状に関する CFD解析
田中　優汰	 冷凍倉庫モデルにおける片寄二重エアカーテンの有効性	
	 に関する CFD解析
松島みなみ	 実験室モデルを対象とした二重エアカーテンの CFD解析

焦研究室（構造系）	
大家　和也	 一面せん断平板割込み接合部を有する鋼管ブレースの繰	
	 り返し載荷実験
鹿島智亜希	 歪振幅に着目した鋼構造柱梁接合部の塑性変形能力評価
北村　莉菜	 一面せん断平板割込み接合部を有する鋼管ブレースの繰	
	 り返し載荷実験
近野　裕樹	 歪振幅に着目した鋼構造柱梁接合部の塑性変形能力評価

西村研究室（構造系）
阿部雄司郎	 高減衰制震構造システムの振動台実験の考察
荒井　貴文	 アクティブ型動吸振器を応用した波力発電の研究
佐藤　泰良	 高減衰制震構造システムの振動台実験の考察
裴　舜	 P- δ効果と非線形座屈荷重の関係
早川　和正	 高減衰・制振構造システム用積層ゴム部材の研究開発
堀内　謙	 アクティブ型動吸振器を応用した波力発電の研究
山口　抄樹	 高減衰・制振構造システム用積層ゴム部材の研究開発

大橋研究室（材工系）	
大西　美帆	 木材の三角形めり込み挙動に関する研究
釜本理佳子	 N 値計算の精度に関する研究
	 - 静的実験とN値計算の比較 -
川井　優子	 伝統建物の設計法の作成
	 - 接合部要素の基準値・板壁の代表値作成 -
小池　孝弥	 我が国の木造軸組構法の変遷に関する調査研究
	 - 関東圏における構法調査 -
田中　肇	 小規模軸組構造の微動分析				- 連続壁と剛性の関係 -

小見研究室（材工系）	
池之座隼斗	 GOOD	DESIGN賞に見るリノベーション受賞対象の分析及び
	 『リノベーションに関する取り組み事例』の実態調査
上沢　涼介	 港北ニュータウンにおける荏田南近隣センター商店街の	
	 現状分析
木戸菜穂子	 SH-60 の構法分析及び BIMモデル化
佐久間大樹	 『神社社殿 ( 本殿 , 拝殿 ) の構法と維持保全の実態』
	 - 東北・関東・中部地方の神社を対象として -
柴田　拓也	 防災ゲームアプリによる津波避難経路の学習効果に
	 関する研究
首藤　啓志	 小屋建築の類型化とトレーラーハウスの実態に関する
	 調査研究
玉利　瑞希	 SH-1 増築部に関する研究
増田　侑弥	 防災ゲームアプリによる津波避難経路の学習効果に
	 関する研究

修士論文

勝又研究室（計画系）
城所友莉奈	 公立文化ホールにおける改修実態に関する研究
小原あかり	 平床利用が可能なホールの利用実態に関する研究
齊藤　直也	 公立文化ホールの閉館の要因に関する研究
玉井　宏典	 公立文化ホールの活性化に関する研究

福島研究室（計画系）
鈴木　尚道	 中世仏道のもつ内部空間の発展可能性
山田　一平	 建築における日本的なるもの
	 - 和風建築のルールとパラメータ -

岩下研究室（環境系）	
梶ヶ谷恭輔	 精神作業負荷が人体の二酸化炭素呼出量に与える影響に	
	 関する研究

近藤研究室（環境系）	
飯田　恵美	 空調・換気効率向上に寄与する二重エアカーテンに関する
	 CFD 解析

西村研究室（構造系）	
江里口知輝	 再生可能エネルギーとしての波動発電の可能性
庄司　夏海	 中心圧縮軸力を受ける鋼材の非線形座屈に関する実験的	
	 研究
宗形　武弥	 高減衰制振構造システムの振動台実験による検証

堀場研究室（計画系）	
髙橋　里菜	 公立文化ホールの活性化に関する研究
	 - 公立文化ホールを長期利用するための方策機構に
　　　　　　関する研究 -

大村研究室（構造系）	
黒澤　航	 先打ち部を処理したコンクリートの打重ね面の圧縮強度	
	 とせん断強度	
梶原　僚太	 高軸力下での RC	壁の終局時変形性能に関する研究
佐伯　拓海	 打重ね部を有するコンクリートのせん断強度及び非破壊	
	 試験による打重ね部の検出
澤　侑弥	 RC 造壁要素の圧縮破壊エネルギーに関する基礎実験
福田　直大	 先打ち部を処理したコンクリートの打重ね面の圧縮強度	
	 とせん断強度	
千野　舜介	 熊本地震による RC造大学校舎の被害に関する考察
成瀬　俊佑	 鋼管杭のパイルキャップのへりあきに関する耐力評価式
松藤　洋明	 打重ね部を有するコンクリートのせん断強度及び非破壊	
	 試験による打重ね部の検出

佐藤研究室（材工系）	
阿部　大輝	 高温履歴を受けるセメント硬化体の水和物と強度発現特	
	 性に関する研究
石関　佑哉	 粉末 X線回析 /リートベルト法を用いたセメント水和反	
	 応解析に関する基礎的研究
小笠原直哉	 経年した鉄筋コンクリート造建築物の水和物構造の実態	
	 調査
松浦大二郎	 高温履歴を受けるセメント硬化体の微細構造と力学的性	
	 質に関する研究
山下　桜壱	 築 50 年以上経過した鉄筋コンクリート造建築物の劣化状	
	 況調査

天野研究室（計画系）
黒﨑　直也	 鉄道駅を中心とする地域施設配置に関する研究
	 - 年齢別･職業別の地域施設利用実態及び住民意識を元に-

大村研究室（構造系）
小林　正純	 軍艦島における建築群の変化検知のための振動・画像セ	
	 ンシング
トウカショウ	 RC 造壁の破壊エネルギーに関する評価

花上　真	 丸太組構法分析その３　		- ログハウスの振動台実験 -
春山　智基	 伝統的木造建築の水平耐力の推定に関する研究
	 - 限界耐力計算を用いた設計例の作成 -
井田　光城	 木造軸組構法住宅の耐震診断法に関する研究
	 - 被災度の再検討 -



2524
D

ip
lo

m
a

D
ip

lo
m

a

2018 年度　卒業設計・修士設計

福島研究室（計画系）
麻生　晴真	 浅草皮革工房	 ⑨

佐藤　　瞳	 積層する体育館	 ⑩

澤田真由美	 建築歴史博物館	 ⑪

西宮　航平	 集合住宅 20XX 監獄あるいはユートピア	 ⑫

藤塚　雅大	 谷戸の礎	 ⑬

松本　　遼	 街路のある小学校クラスター配置から生まれる共有空間	 ⑭

山本　航平	 人工と自然の調和			- 都市生活者のための非日常余暇空間 -	 ⑮

李　　紫菱	 ROJAK	 ⑯

堀場研究室（計画系）
臼井　宏樹	 積層された記憶の解体			- 増減築による高架下美術館の提案 -	 ⑰

千田　邦衛	 ここから見えるもの			- 長瀞の地形から訓み解く段差建築 -	 ⑱

髙橋　里菜	 都市の隙間に舞台を	 ⑲

照井　萌水	 祝祭と住まうマチ	 ⑳

長幡　遥佳	 大山一路	 ㉑

南塲　翔太	 湾岸地区豊洲新ターミナル	-次世代モビリティを中心とした新ターミナル-	 ㉒

福島研究室（計画系）

石井　奨人	 都市体験から構築する設計手法の研究	 ㉞

石河莉夏子	 時間の設計による建築の透明性の再考	 ㉟

小川　陵祐	 都市における半屋外空間による居住空間の再定義	 ㊱

長瀬　ゆい	 光による空間演出の多様性の考察	 ㊲

堀場研究室（計画系）
市岡　拓真	 荒木町の遺伝子	 ㊳

井上　大裕	 地区センターの新たな形態	 ㊴

川島　俊哲	 東京都市大学世田谷キャンパスにおける今後のキャンパス計画について	 ㊵

手塚研究室（計画系）
池田　勇輝	 THE	COFFEE	 ①

石川　朔巳	 縁湯	 ②

木村　晟洋	 奇人思想空間				-	50 の粘菌実験から読み解く南方熊楠の思想空間 -	 ③

工藤　浩平	 State	of	the	Village	Report	 ④

関　　琴海	 神ノ嵜海に架ける舞台	 ⑤

中山　智華	 積層商店街			- 自由が丘デパートから街へ -	 ⑥

山田倫太郎	 縁湯	 ⑦

米盛　裕美	 ORIGAMI			- 紙が生む空間 -	 ⑧

卒業設計 　学内講評会 2019 年 2 月 8 日学外講評会 2018 年 2 月 13 日　

手塚研究室（計画系）
染谷　玲生	 新島における街並み保全と空き家再生	 ㉓

藤田　海斗	 豪雪地における雪と建築の関係性の研究	 ㉔

大内　　渉	 渋谷におけるリニアな複合型公園に関する研究	 ㉕

岡田希久枝	 茶産業における建築的要素と文化に関する研究	 ㉖

岡本　啓吾	 プレイフルラーニングに基づいた小学校の提案	 ㉗

加藤　　洲	 アーキグラムを題材とした取り残された建築の考察	 ㉘

熊谷新太郎	 地域に開いた学校の建築計画に関する研究	 ㉙

椎谷　幸太	 パタンランゲージを用いたプアワーカのための集合住宅の考察	 ㉚

数藤　朱梨	 東京の住居地域とスーパーマーケットの関係に関する研究	 ㉛

前芝　優也	 木造密集エリア雑司ヶ谷における更新の手法論	 ㉜

目黒　周作	 都市の中の監獄の考察			- 市民は共生できるのか -	 ㉝

修士設計講評会 2018 年 2 月 15 日
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寺院本堂の維持保全と持続可能性に関する研究
－国指定文化財を除く全国の寺院本堂を対象として－

1  研究目的
寺院本堂を長期利用するためには定期的な維持保全が欠
かせず、古くから維持保全された本堂は地域の伝統技能者
の修理によって維持されてきたと推測される。しかし、人
口減少の影響で寺院や檀信徒が減り、堂宮大工を始めと
する伝統技能者が減少し、かつての材料が使えない、また
は本堂の修理や技術継承ができない地域があると考えられ
る。そこで、寺院の立地や細部意匠等の変遷と合わせて、
木造本堂のような伝統建築を地域で支える伝統技能者の実
態を明らかにする。これにより、国指定文化財を除く全国
の一般の寺院本堂の維持保全の課題と合わせて、持続的な
維持保全への可能性を示すことを本研究の目的とする。

2  研究方法
2.1   研究対象
全国の寺院から国宝・重要文化財に指定または新興宗
教の寺院を除外した 74,896 件のうち、無作為抽出した
17,574 件の寺院を対象に 2007 年から 6年間で基本調査を
行い、2,661 件の回答を得た。本研究では基本調査におい
て追加調査に協力可能とされた 2,131 件の寺院本堂を対象
に補足調査を行った ( 表 1)。

寺院総数 基本調査 補足調査
郵送寺院 有効回答 郵送寺院 回答数 有効回答

全国 76,849 17,574 2,661(15%) 2,131 665 661(31.0%)
北海道 2,481 732 107(15%) 83 24 24(28.9%)
東北地方 5,703 1,656 325(20%) 254 85 85(33.5%)
関東地方 10,325 2,556 356(14%) 287 98 98(34.1%)
東京都 2,974 1,851 418(23%) 336 86 86(25.6%)
中部地方 22,067 4,363 597(14%) 475 151 150(31.6%)
近畿地方 16,338 3,169 519(16%) 435 135 135(31.0%)
中国地方 6,511 1,255 141(11%) 104 37 37(35.6%)
四国地方 2,946 564 69(12%) 56 16 16(28.6%)
九州地方 7,504 1,428 129(9%) 101 30 30(29.7%)

調査の結果、665 件の回答を得た。このうち、4件の不
明を除外し、661 件を有効回答とした。
2.2   研究方法
本研究ではこれまでに行った基本調査や補足調査の結果
をもとに、寺院の一般事項に加え、本堂の細部意匠の竣工
時と現在での比較を行った。また、寺院周辺の技能者や現
本堂の維持保全の実態等を地方別に明らかにした ( 表 2)。

補足調査
A. 一般事項 寺院名称 , 住所 , 回答者 , 寺院周辺 の地域と立地
B. 現本堂の外観意匠 
( 竣工時と現在 )

柱間装置 , 屋根葺材 , 仕上材変更の理由

C. 現本堂の細部意匠等
柱の材木等 , 本堂の横材 , 妻飾り・懸魚 ,
斗栱・中備・垂木 , 破風 , 本堂の特徴・価値

D. 寺院周辺の技能者
修理の技能者 , 不在の技能者 , 堂宮大工の所在 ,

堂宮大工の減少 , 屋根職人 , 左官職人 ,
伝統技能者の不在の理由 , 過去に実施した修理

E. 現本堂の維持修繕
修理予定 , 必要な修理 , 修理ができない理由 ,

本堂を継承していく為の準備 , 文化財指定・登録の意向 ,
指定・登録の理由

3  研究結果　
ここでは例として、寺院周辺の技能者の実態に関する結
果を示す。寺院本堂を竣工時の状態で維持するために、伝
統技能者を必要とする寺院に対して、近隣の技能者が不在
である割合は、茅葺工の不在率が最も高く約 7割に達し
た ( 表 3)。次に、堂宮大工と彩色工や漆喰工、左官工、本
瓦工が続き、技能者の不在が深刻な地域が考えられる。な
お、畳工や木製建具工は不在率が比較的低い。茅葺工が必
要な寺院は 23 件あるが、現在も茅葺の寺院は 5件であり、
その他はすでに別の屋根葺材へ変更していた。

堂
宮
大
工

本
瓦
工

桟
瓦
工

茅
葺
工

左
官
工

木
製
建
具
工

漆
喰
工

彩
色
工

畳
製
作
工

そ
の
他

寺
院
数

必要な
職工 364 174 98 23 305 232 160 64 267 14 464

不在の
職工 181 46 17 16 69 37 58 31 33 2 311

不在率
(%) 49.7 26.4 17.3 69.6 22.6 15.9 36.3 48.4 12.4 14.3 67

伝統技能者を必要とする寺院における地方別の不在の有
無は、北海道では全ての寺院おいて、技能者の不在の問題
を抱えていた ( 図 1)。東北や九州において不在が多く、不
在が少ないのは東京や近畿であった。

地方別に不在の技能者をみると、堂宮大工が中国地方以
外では５割を超えた ( 表 4)。また、東京都では左官工の不
在が多く、四国地方では彩色工の不在が多い。今後は今回
の調査により得られた結果をふまえ、寺院本堂の長期利用
へのより深い分析を行う。

堂
宮
大
工

本
瓦
工

桟
瓦
工

茅
葺
工

左
官
工

木
製
建
具
工

漆
喰
工

彩
色
工

畳
製
作
工

そ
の
他

寺
院
数

北海道 10
(67%)

1
(7%)

2
(13%)

1
(7%)

2
(13%)

3
(20%)

2
(13%)

1
(7%)

4
(27%)

0
(0%)

15
(100%)

東北
地方

32
(62%)

3
(6%)

2
(4%)

7
(13%)

8
(15%)

3
(6%)

8
(15%)

2
(4%)

1
(2%)

0
(0%)

52
(100%)

東京都 18
(64%)

6
(21%)

5
(18%)

0
(0%)

15
(54%)

6
(21%)

4
(14%)

3
(11%)

5
(18%)

0
(0%)

28
(100%)

関東
地方

25
(57%)

6
(14%)

1
(2%)

0
(0%)

8
(18%)

4
(9%)

10
(23%)

4
(9%)

8
(18%)

0
(0%)

44
(100%)

中部
地方

36
(53%)

13
(19%)

4
(6%)

2
(3%)

15
(22%)

10
(15%)

14
(21%)

6
(9%)

4
(6%)

1
(1%)

68
(100%)

近畿
地方

35
(64%)

11
(20%)

1
(2%)

4
(7%)

10
(18%)

8
(15%)

11
(20%)

8
(15%)

7
(13%)

1
(2%)

55
(100%)

中国
地方

6
(32%)

0
(0%)

0
(0%)

1
(5%)

4
(21%)

1
(5%)

1
(5%)

2
(11%)

1
(5%)

0
(0%)

19
(100%)

四国
地方

6
(67%)

1
(11%)

0
(0%)

0
(0%)

1
(11%)

0
(0%)

2
(22%)

2
(22%)

1
(11%)

0
(0%)

9
(100%)

九州
地方

13
(62%)

5
(24%)

2
(10%)

1
(5%)

6
(29%)

2
(10%)

6
(29%)

3
(14%)

2
(10%)

0
(0%)

21
(100%)

表 1　調査対象数

表 2　アンケート項目

表 3　近隣に不在の技能者

表 4　地方別の近隣に不在の技能者

図 1　伝統技能者を必要とする寺院の技能者不在と地方
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2018 年度　蔵田賞受賞作品　木村晟洋（手塚研究室） 2018 年度　如学会賞受賞論文　三堀敦也（勝又研究室）
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メイダン競馬場（ドバイ・撮影：山岡嘉彌）

jogakkai

２０１9春如学会の今年度前半の主な行事は
下記の通りです。多くの会員の皆
様のご参加をお待ちしております。

建築学科同窓会誌

場所・東京都市大学　世田谷キャンパス

●第 1 部　事業別仕事紹介　13:00-17:00（予定）

　会場：新 6 号館「61B 教室」（予定）

●第 3 部　企業別仕事紹介　13:00-17:00（予定）

　会場：建築学科棟 1 階「グランドギャラリー」

●第 4 部　懇親会　17:00-19:00（予定）参加無料

　会場：1 号館 4 階「ラウンジ ･ オーク」（予定）

建築学科同窓会誌

編集後記

各事業の申し込み
問い合わせ先

総務局長
小林秀憲

E-mail
jogakkai.info@jogakkai.jp

東京都市大学建築学科如学会
東京都世田谷区玉堤 1-28-1

〒 158-8557

2019 年 3 月 19 日

株式会社　はやと企画

鈴木　浩

山岡　嘉彌

丹羽　譲治

露木　博視

松成　和夫

酒井　孝博

勝又　英明

山口　裕照

山岡　嘉彌

鈴木　浩

発行日

発行

制作・印刷

制作

エディトリアルデザイン

編集委員

編集顧問

情報委員長

発行人

「ドバイ・アブダビ都市建築ツアー」
いつもの如学会弾丸ツアーです。四
国、台湾に続き西山氏に執筆をお願
いしました。文章量が多く、最初 1
万字を悠に超えていました。当初予
定の 2 ページが 4 ページに膨らみま
した。読者には供に旅した気にさせ
てくれる臨場感あふれる文章をお楽
しみください。
　また、例年どおり 6 月第１週の
土曜日に渋谷エクセルホテル東急で
如学会 2019 年度の定期総会を開催
します。講演者は、渋谷の再開発の
中心人物の西澤信二氏です。変貌す
る渋谷再開発について語って頂きま
す。是非、同窓会を兼ねて友人を誘っ
てお出掛け下さい。お待ち申し上げ
ております。　
　長く松田平田設計で代表取締役を
務められました中園正樹氏が逝去さ
れました。我々世代には多大な影響
を与えた先輩でした。青山葬儀所で
の「お別れの会」は、中園さんらし
く、行動力と人柄の滲みでたセレモ
ニーと展示でした。ご冥福を祈り申
し上げます。

丹羽譲治

定期総会 ･ 講演会・懇親会
2019.06.01     [土] 15:30-20:00

※詳細はメールマガジンで追ってお知らせします。
　ＨＰもご覧下さい。

15:30
16:30

16:45
17:45

18:00
20:00

定期総会

講演会

懇親会

●渋谷エクセルホテル東急

休憩

休憩

●

●

●

●

●

●
講演者：西澤信二氏
　　　　（S59 卒・東急電鉄）

大学展 10:00-18:00 入場無料

会場：建築学科 1 階グランドギャラリー

2019.11.02      -11.03[土] [日]

浅草展
2019.12.07     -12.15[土] [日]

会場：隅田公園リバーサイドギャラリー

11:00-19:00 入場無料

■ＯＢ、ＯＧによる「100 人展」及び、在校生の 3 研究会に
　よる研究発表、及び 2 年生課題発表などがあります。

郵便局　払込取扱票No.00160-0-174206　 如学会

会費：3,000 円 (1 年分 ) ／ 10,000 円 (4 年分 ･ 割引料金 )

支援費：5,000 円／一口

是非とも旧友、先輩、後輩にご連絡いただき、会費納入の促進にご協力

いただけるようにお願いします。そして、積極的に如学会活動にご参加

下さい。仕事にキャリアにも多くのメリットがあります。会費・支援費

のご納入いただいた方々は、如学会NEWSに添付の納入者リストにご芳

名を掲載させていただいております。

納入頂ける方は必ず「内訳」をご記入の上、振込頂くようお願い致し

ます。如学会NEWSに同封の専用の振込用紙を用いない場合は下記口

座をご利用ください。

郵便振込以外の方法を紹介（詳しくは如学会ＨＰ）

如学会ホームページのご案内

編集長

赤レンガ卒業設計展 2019

「建築 100 人展 2019」
会費・支援費納入のお願い

進路ガイダンス 2019

2019.3.22    　 -25　　　10:00-19:00
●会場：横浜レンガ倉庫1号館1階スポット・2階スペース・3階ホール

●講評審査会

・日時：2019.3.25[ 月 ] 13：15-

・会場：横浜赤レンガ倉庫 3 階ホール

・審査委員長 :内藤廣

・審査員：アストリッド・クライン、五十嵐淳、小堀哲夫、藤村龍至

●参加大学

　東京都市大学、東京理科大学、前橋工科大学、日本大学、東京電機大学、

　共立女子大学、日本女子大学、法政大学、神奈川大学、東京工業大学、

　昭和女子大学、首都大学東京、横浜国立大学、宇都宮大学

●問い合わせ

　赤レンガ卒業設計展2019　代表　福井将理  

  s.f.akarengadiploma@gmail.com

[金] [月]

 西澤信二氏 講演会「エンタテイメントシティ渋谷の実現に向けて」
[土]　　　

「エンタテイメントシティ
  渋谷の実現に向けて」（仮題）

2019.06.01     16:45-17:45

渋谷が大変貌を遂げている。複

雑な 8 路線の鉄道を整理し、高

層ビル群が聳え立ち、渋谷川が

復活する。その壮大な計画の中

心にいる西澤信二氏（S59 卒 ･東

急電鉄・渋谷戦略事業部総括部

長）が渋谷の再開発を語ります。
渋谷駅周辺の将来図（2027 年）

●渋谷エクセルホテル東急

●渋谷エクセルホテル東急

2019.06.19      [水] 13:00-19:00（予定）

2019.10.23      [水] 13:00-19:00（予定）

12.07[土] 17:00-19:00 オープニングパーティクルーズ

●第 2 部　懇親会　17:00-19:00（予定）参加無料

　会場：1 号館 4 階「ラウンジ ･ オーク」（予定）

jogakkai.jp




